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１．議事日程 

  〔令和元年第２回安芸高田市議会６月定例会第８日目〕 

 

                             令和元年  ６月２１日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    新 田 和 明     ２番    芦 田 宏 治 

    ３番    玉 重 輝 吉     ４番    玉 井 直 子 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

    ９番    大 下 正 幸    １０番    山 本   優 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    青 原 敏 治 

   １７番    水 戸 眞 悟    １８番    先 川 和 幸 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  竹 本 峰 昭 

  教 育 長  永 井 初 男  総 務 部 長  西 岡 保 典 

  企 画 振 興 部 長  猪 掛 公 詩  市 民 部 長  岩 﨑   猛 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  大 田 雄 司  産 業 振 興 部 長  重 永 充 浩 

  産業振興部特命担当部長  行 森 俊 荘  建設部長兼公営企業部長  蔵 城 大 介 

  教 育 次 長  土 井 実貴男  消 防 長  山 平   修 

  会 計 管 理 者  兼 村   恵  八 千 代 支 所 長  佐々木 早百合 

  美 土 里 支 所 長  寄 実 正次郎  高 宮 支 所 長  児 玉   晃 

  甲 田 支 所 長  宮 本 智 雄  向 原 支 所 長  佐々木 幸 浩 

  総 務 課 長  内 藤 道 也  財 政 課 長  高 藤   誠 
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  政 策 企 画 課 長  河 本 圭 司 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  森 岡 雅 昭  事 務 局 次 長  佐々木 浩 人 

  総 務 係 長  國 岡 浩 祐  主 査  小 島 佳 宏 

  主 任 主 事  岡   憲 一 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○先 川 議 長  皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○先 川 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において7番 

石飛慶久君、及び8番 児玉史則君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 一般質問 

○先 川 議 長  日程第2、先日に引き続き一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 それでは質問の通告がありますので、発言を許します。 

 3番 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  3番、無所属、玉重輝吉でございます。 

 通告に基づきまして、質問いたします。 

 その中で、通告はしとるんですが、大きく2項目、細かく4項目に分け

とるんですが、基本的には全部つながりがあるので、重複するところが

あるかと思います。 

 また、きのう同僚議員の石飛議員等が可愛地区の整備計画等、質問さ

れて、答弁が重なるところもあるとは思いますが、やはり同じ思いがあ

るんかなと、きのう感じました。その中で、答弁するほうも同じ答弁に

なるかもわかりませんが、自分も似たような質問をするとこもあります

が、御理解のほどよろしくお願いします。 

 それでは質問に入ります。 

 観光振興について伺います。 

 市の最高位である安芸高田市総合計画、2015年から2024年までの10年

の計画でありますが、その中で観光関連施策の個別計画として、第2次

安芸高田市観光振興計画を策定されております。平成27年度から平成31

年度までの5カ年を期間とします。これは前半の期間いうことになるん

ですが。ことしがその前半の最終年度を迎えております。 

 そうした中、実際に計画と現状をどう分析して、後期の計画を今から

多分今年度中に策定されると思われますが、今後どのように展開されよ

うとしているのか。まずは伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「第2次安芸高田市観光振興計画の最終年度に際し、実態

の分析と今後の展開」についての御質問にお答えします。 
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 本市におきましては、平成27年度から平成31年度までの5年間におけ

る観光施策を計画的かつ効果的に展開するため、平成28年3月に第2次安

芸高田市観光振興計画を策定いたしました。 

 本計画書の中では、目標指標の設定を初め、施策ごとに実施時期や数

値目標等を掲げており、目標達成に向け評価・検証を行うとともに、市

全体の観光振興、観光客数、地域活性化につなげていくこととしており

ます。 

 計画・検証に当たっては、市と民間団体等で構成する安芸高田市観光

振興計画策定委員会により行うこととしております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今答弁いただいたんですが、ちょっと可もなく不可もなく、ちょっと

自分の質問も大がかりだったんで、そういう答弁になったのかと思いま

すが。 

 私個人としては、第2次計画をある程度細かく見て、ちょっと分析を

しよるわけですが、執行部の皆さんも細かくやっぱり、この時点で自分

も通告してますんで、もっと具体的な数字も出していただきながら、答

弁できればと思うんですが、ちょっとそこらもう一回答弁お願いできま

すでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  大体概念的な課題については私がお話しますけれども、具体的にはま

た担当部長のほうから説明します。 

 実は、第2次ですね、やっぱり計画は通常の観光状況、これは。特に

国内の需要をもとにやってました。絶対。そうすると、国内の需要って

限界があるんですね。うちの観光施設にしても、宮島とか、京都とか、

出雲大社と違うて、ある日ないところへつくったわけですから。非常に

課題がある。土日は頑張っていただいてるんですけれども。だから、そ

このことについては、職員とか施設は頑張っているんですけれども、な

かなかトータル的に考えたときに課題が残るということでございます。 

 そこで、私は、今後の第3次は、この反省踏まえて、やっぱり今度は

外国の方にも来てもらえるようなシステムが必要じゃないかと思ってま

す。インバウンドですね。このことにするためにうちはどうすりゃええ

かとかですね。それから、また観光以外、例えば福祉計画あたりの利用

もいいんじゃないかとか。こういう多目的な利用の中で、うちの施設を

守っていくこともできるんではないかと思ってますので、こういう方向

で、第3次の計画については、見直しをかけていきたいと思っておりま

すので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 先ほどちょっと簡単で、申しわけないんですけれども、そういうこと

でございます。詳しいことは担当部長のほう、ちょっと済みません。 
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○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 行森俊荘君。 

○行森産業振興部特命担当部長  先ほどの玉重議員の御質問でございますが、細かい数字の分析という

のは、現在できておりませんで、これからしっかりと分析をしたいとい

うふうに思っております。 

 ただ、近年の状況を見てみますと、いわゆる観光客、また観光の消費

額等々見てみますと、若干の横ばいというところもございますが、その

辺のところの数字というところをしっかりと分析をさせていただいて、

第3次に向けて、計画の策定というものをしていく必要があるというふ

うに思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今からいうことなんですが、ちょっと遅い気もするんですが。 

 今皆さん、田んぼアート、道の駅、それぞれ職員削減していく中、な

かなか忙しいんだろうと思います。そうした中、私としては、まず今も

う分析して、後半計画を、自分が立てるとしたら、こういうところから

考えて、いろいろな方面から検討して計画立てていかないといけないか

なと思っとるわけなんですが。 

 合併当初からの流れも見ますと、観光客で言えば、合併当初200万人

超えとる時期もありました。そのときは産直市ができたり、あと道の駅、

北の関宿ができてですね。観光客が200万人を超えていったと。平成20

年あたりぐらいに、ニュージーランド村がなくなり、そっから悪いとき

は130万人ぐらいまで観光客が下がって、今ここ5年が今の第2次の計画

が立てられたときが、138万6,000人まで観光客が落ち込んどったんです

ね。 

 今第2次の計画が、ことし最終年度の目標が170万人にされとります。

きのうも答弁の途中にあったのが、平成30年度としては昨年163万6,000

人だったということで見ますと、単純に計算すると4年間で25万人、1年

間にしたら6万人と。あとことし1年順調に6万人ふえると計画どおり170

万人と。そういう大きい視点で見ると、この5年間、計画立てられて、

計画どおりに観光客は戻ってきておると、自分は分析しとるんです。 

 そこらが、計画立てて、皆さんが頑張っておられて、計画どおり結果

出よるんで、自信持ってちょっと答弁してもらいたかったんですが、ち

ょっと答弁がなかったんで、私としてはまだいろいろ課題はあるものの、

一番メーンとしたこの計画の前半5年の総観光客数が予定どおり170万人

に向かって今順調にふえておることを、評価したいと思います。 

 そうした中、この後の田んぼアートとかも踏まえるんですが、きのう

も同僚議員からも話がありましたように、これから多額の投資もあるん

ですが、やはりこの道の駅、田んぼアートをやることによって、約53万

6,000人の観光客増を今回行政としては目指していると。そうなります

と、170万人へ足すと220万人から30万人をこれから目指していくんだと、
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いうことになるんかと思うんですが。 

 一方では、他市の状況も比較で出されておりまして、北広島町あたり

はうちより人口が少ない中、約260万人以上の観光客がおられると。三

次、庄原市も約270万人近くという中で、きのうも話がありましたよう

に、人口のほうも北広島町も社会増がプラスになったり、マイナスにな

ったりはしているんですが、おおむね横ばいで推移しとる状況。安芸高

田市は多文化の影響も大いにあるとは思うんですが、去年度が社会増に

なってきたと。 

 この計画のときの分析にも書いてあるんですが、田んぼアートのほう

の計画の分析にも書いてあるんですが、やはり広島市が隣にありまして、

国勢調査の結果でも、今やっぱり一極集中いうのはどこにでもあるのか

なと。国で見れば、東京圏も踏まえて、愛知県等踏まえて人口がふえて

いると。広島県全体で見ると、平成27年広島県は減っておるけれども、

広島市、福山市、東広島、踏まえて、過去最高なんですね。安芸高田市

で言うと、戦後のころが、庄原も踏まえて、この辺は昭和20年ごろが一

番ピークで、約70年経って今減っておるんですが。今広島市、福山市が

県内で一番中心部なんですが、そこらは平成27年時点が一番人口のピー

クになっておると。 

 いうことで、広島県の中でもやっぱり、都市化に集中しておるという

のが広がっている中、北広島町、安芸高田市は隣接しておりまして、や

はり着眼点は間違ってないと思います。広島市に重点を置いて。東広島

市もふえてますんで。そこらから、若者とかも定住につなげていくと。 

 観光客も、今市長がインバウンドも確かに言われたんですが、やはり

今うちとしては、県内の特に広島をターゲットにしていかないといけな

いと思うんですよね。現にニュースでも今広島市がホテルの稼働率がす

ごい上がって、建設ラッシュが始まっていくと。そういう中でこの分析

もいろいろしてあったのですが、広島県としてはそういう外国人踏まえ

て県外からもお客を集客していくと。広島県の中でも都市部はそういう

外国人、県外の人で。 

 うちらの中山間は、逆に広島市、福山市あたりから観光客を、安近短、

安くて近くて短い。短時間で日帰りで行って帰れるいうのが、一番ター

ゲットにするべきじゃないかと計画では分析して立てられております。 

 実績としても、北広島も多いといっても、ほとんど230万人の方が日

帰りの観光客で、分析されております。安芸高田市もやはり日帰りが多

いという中で、今回田んぼアートも踏まえて、やっぱり今市長も狙われ

とるんが、もともと我々議会も周遊滞在時間をふやして、お金を落とし

てもらおうというのがこの目的でありまして、そうした中、外国人にと

ってＷｉ－Ｆｉはもちろん必要なんですが、今日本人の人もやっぱりあ

ちこちでＷｉ－Ｆｉを使って、すぐ撮った写真を友達に送ったりとか、

ああいう観点がありますので、外国人ももちろんですが、私としては今

後広島県内中心に観光客を誘致して田んぼアートにしろ、道の駅にしろ、
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まず知ってもらうと。 

 それから、またインバウンドも踏まえて広島県に来た観光客を徐々に

こっちへ引き込んでいくという計画を立てる必要があるんじゃないかと。

経済効果もそれで約50万人ふえますと、今170万人で観光消費額25億が

225万1,000人を見込む。これ2020年で来年の計画にはなっとるんですが、

あれでもう約33億と、約8億円経済効果が上がる見込みになっておりま

す。 

 ぜひ、そういったところを早目に抑えながら、今各事業が進められて

おるとは思うんですが、今の数字をちょっと自分の分析した中を聞いて

みて、市長なり、担当部長で、そこらの今からの進め方、計画の立て方

の考えがあれば、再度お伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言ありがとうございます。 

 私がさっき言ったのは、全く議員さんと同じこと言ってるわけであっ

て、インバウンドと言いましたけれども、今までの国内向けのほうを大

事にしながらと言ったわけですね。ただ、国内向けの分を今頑張ってる

わけですけれども、なかなか土日以外は問題があるという課題がわかっ

てます。だから、そういうことは、今までの計画を弱くするんじゃなし

に、むしろ強力にした上で、していかないといけないと思ってます。 

 議員御指摘のように、今度は田んぼアート、道の駅ができますんで、

これを集客として、今度はこれがただ可愛地区の振興いうんじゃなしに、

安芸高田市全体の振興、湯治村とか湯の森とかですね。エコミュージア

ムとかへ広がるような仕組みづくりも要ると思うんですけれども、この

ことが次のステップにつながっていくんじゃないかと思ってます。 

 先ほど都市部がふえているということだった。日本全体の、外国人の

インバウンドが莫大にふえてるんですよ。これが。外国人がふえるわけ、

でもうちにも恩恵をもたんにゃいけないんであって、こういう方も大事

にしながら、総合的にしていきたいと。北広島あたりはスキーでもう50

万人いっとるんですよ。それを引いたら、もううちよりか少ないってこ

とになるんですけれども、ああいう地形的なメリットもあるんですけれ

ども、うちはないんだけれども、それの地域の特性、神楽とかも生かし

ながら、次のステップが要るんじゃないかと。 

 ちょうどいい機会で、第3次の目標に向かっては、そういうところを

しっかり吟味しながら、次の目標を。できれば200万人以上の目標を立

てていきたいと思いますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今、自分も細かく長目に話をしたんですが、基本的には自分の分析と

考えを言わしてもらいまして、市長もある程度理解していただけたと思
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います。 

 それの展開が次からに入りますんで、次の質問に入りたいと思います。 

 現在、可愛地区において、道の駅・田んぼアート公園事業による新た

な挑戦を実施されてます。 

 そうした中、ふれあい高田産直市は、観光客数が現在、年間20万

5,000人から、今後道の駅として、年間42万1,000人へと、田んぼアート

公園事業では年間8万人。そして、それらに対して、市内周遊効果が上

がってくるということで24万1,000人と。先ほども申したように、約53

万6,000人近くの観光増を今回の計画で目指しておられます。 

 しかし、近隣の道の駅・田んぼアートともに可愛でも山手地区で限定

されたエリアで、かなりの大きな規模の事業が展開されとるんですが、

先般愛郷小学校も統合でスクールバスも駆けりと愛郷小学校も山手で、

住所的にはもう全部が可愛の中でも山手地区に、もう全部が集中しとる

という状況になっております。 

 そうした中、統合等は去年、おととしと甲田でも統合もありました。

八千代でもありました。まだ今も高宮とかでも統合の話が進んでおりま

すが、そういったふうに大きな事業、統合等なりますと、市道等通学路

を踏まえて、安全対策及び整備が行き届いてないところが多々見受けら

れます。そういったところを早急な対応が必要と考えておるんですが、

いつもお金がないいうのは理解しとるんですが、こういった事業進めて

いく中で、やはり統合したメリット等もあって、一定程度の条件整備と

言いますか、予算つけて対応していただかないと、各議員さん、それぞ

れ地区で苦情等があって、担当課にも依頼がいっとると思います。でも、

全町のルールがあり、全部は対応できないいうところも多々耳にしてお

ります。 

 そうした中、市長として、やっぱり具体的に、そういったもろもろの

各地区の、統合とかいろんな条件が変わったときに、対応していただき

たいんですが、そういう対応時期、費用、費用はちょっとどれだけやる

かが決まらないと出てこないとは思うんですが、その辺をちょっと考え

を伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「観光振興について、可愛地区の市道等通学路を含め、安

全対策及び整備の具体的な対応時期、費用等」についての御質問にお答

えします。 

 まず、ちょっと趣旨違うかもわかりませんけれども、なぜ可愛地区か

ということなんですけれども、私は市内どこでもいいと思うんですけれ

ども、まずは費用対効果、人が住んでくれないとだめなんですね。安芸

高田市人口が10年で大体3,000何ぼ減っとるんですよ。6町の町が1個ず

つ減っとるいうことなんですよ。これは、うちの財政を考えるときには、

人口数で来ますんで、もう金がどんどん減ってくるいうことなんですね。
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安芸高田市が保っていかれんいうことなんですよ。うちは3割自治でね、

皆さんからもらっとる税金は、使うとる金の3割いかない。27％しかい

かないんですよ。だから、あとの70％は国とかとってこにゃいけんけえ、

これ問題があるんですよね。 

 だけど、ちゃんと事踏まえた上で、うちで刻々しよう思うたら、安芸

高田市のどこでもいいんですけれども、本当にやって人が来るところに

は投資をしていきたいと。これが安芸高田市の皆さん方にサービスをす

る提供になると。お金がなるんで、そういうことを理解してもらいたい

と。何で市長はあっこばっかりやるんか。そうじゃなしに、たまたまあ

そこのほうが効果が高いと思うから、それをやってるんであって、別に

高宮であっても、美土里であっても構わんのですけれども、そういうこ

とで捉えてもらいたいと。 

 ちんけな自分の個人意識じゃなしに、大きな安芸高田市で見てもらい

たいと。これは市民の皆さん方にお伝えしたいと思います。これまたコ

ラムかなんかで市民の方にもお伝えしたいと思ってます。 

 本題でございますけれども、まず、市道整備につきましては、市総合

計画の実施計画に基づき、実施をしておるところでございます。現在、

可愛地区の整備につきましては、幹線道路の市道市場宮之城線のほか、

6路線の整備を行っております。 

 通学路の安全対策につきましては、通学路交通安全のプログラムに基

づき実施をしております。現在、歩行者の安全確保のための可愛振興セ

ンター付近の市道一本木川本線に着手したところでございます。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり、今後、道の駅の開業、田んぼア

ート公園事業等で交通量が増加することは明らかであり、現在整備して

いる箇所以外でも、地元からも危険箇所や危険路線の対策要望も出てき

ていることも事実でございます。 

 実態をよく確認しながら、これは検討していきたいと思っております。 

 いろんな市道とか受益者整備という考えはあるんですけれども、これ

は個人の例えば田んぼだったら受益者整備ですけれども、公の市のため

の振興施策ということになってくると、ちょっとは市政としてもちいと

支援の体制を変えていかにゃいけんということは思ってますので、御理

解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今答弁である程度理解させていただいて、納得できたんですが、今言

われたように市道一本木川本線でしたか。もう市対応をやってもらっと

るんですが、一方ではもう一個、宮之城から市場線ですね。サッカー公

園を通じての、特に振興センターのほうで十字路で今ブルーの安全対策

で、注意喚起の対応してもらって助かっとるんですが、あっこらあたり

には信号機をつけてもらいたいのは、常々死亡事故があったときから要

望が上がっとるんですが、公安のほうがなかなかオーケーが出ないのと、
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予算的にないいうのがあるんかと思われますが、一方では可愛地区で今

54号を挟んで、愛郷小から、今の田んぼアートのほうは田んぼがまだ比

較的多いんですが、一方ではちょっと常友側にいきますと、ホワイトさ

んがあったり、ワイハットさんがあったり、ワイハットさんは反対側も

倉庫みたいなのがあったり、国道挟んで今、山手のほうと小山のほうに

駐車場を踏まえて、拡張されておると。 

 また、三和シャッターさんもあり、ちょっと宮之城から本谷に向かい

ますと、大和重工さん、川を渡られたら、今度はスターライトさん、坂

本重工さんと、意外と企業も密集しておりながら、今住宅もふえ、今こ

ういう田んぼアート・道の駅ということで、自分も地域の人が言って、

あなたは一議員として地元をどういう方向にもっていこう思うとるんか

と。自分は市長じゃないんで、執行権がないんで、わしがこう思うたけ

え、こうしますいうわけにはいかんのですが、考えは言わにゃいけんじ

ゃろういうて、ようお叱りを受けるわけですが。そこらで、自分もそう

いうふうに今工業も集中して、要は今市長が言われるように、計画とは

ちょっとそれとるんですが、やっぱり人が集まるいうことは、やはり可

愛を分析してみますと、病院があり、保育園があり、小学校、中学校が

あり、国道沿いで広島へ行くアクセスもバス、公共交通もありますし、

非常に便利がいいところなんだろうと、いうのがあるんですね。企業も

歩いていけるところに今言うたようにたくさんあるということで、栄え

ていく要素は十分あるんかなと、分析しとるわけですよね。やっぱり、

そうした中、きのう同僚議員が言われたように、こうやって事業が市長

も言うように、人が集まるところへかけていただいて、自分もそこは喜

ばないといけないと思っておる一方で、こういった道路網の整備を、安

全第一を確保しながら、やはりこういう事業展開をぜひしていかないと

いけないと。 

 そうした中、そういう交通網の予算が見えてこないと。財源がどこに

あるのかと。いうところがちょっと見えてこないんで、そこらあたりを

ちょっと具体的に教えてもらえればと。再度伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘のように、安芸高田市どこでも稼いだ金は、そういう稼げない

ところにも分配をしていくのが鉄則でございますんで、これは全体、こ

の道の駅にしても、安芸高田市全体の事業だということは、理解しても

ろうとると思います。 

 それで、さっきの話ですけれども、今ですね、こういう道の駅が出た

ら、これ公共性が強いんだから、私が言うたように、個人の負担が今ま

でほどあっちゃだめ。うすくなけんにゃいけんということで。これ今ま

で仕組みの中で動いとるわけですよ。例えば、農道と国道とは違うんで

すね、今度は。農道というのは受益者負担の感覚がありますんで、あな

た農業したら、百姓でもうけるんだから、自分で負担しなさいという何
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分の1かも出すようになったんですよ。 

 ただ、普通の道路か何とかなってきたら、今度はこれ公共性が強いん

でということになるんで。全般から見たら、もうこういう公共性の強い

要素なんですよ、これね。なんだけど、この辺の我々が今の仕組みの中

で動こうとするから、見えんとおっしゃるんで、まずはやっぱり田んぼ

アートにしても、人がよく通るところと言ったら、市道として見れると

ころは、基本的には。市道で見にゃいけんということ。 

 そうしたら、受益者負担はなくて済むということになってくるんで。

その見方というのは、物差しがいるんですけれども、そういう見方をま

ずはせんにゃいけんということです。そういう見方をすれば、国に対し

て、国の事業の採択がとれるということなんで、こういうことはやっぱ

り小まめにやっていかにゃいけんと思います。 

 今、農道のまま、ほいじゃ市道で金持ってこい言うても無理なんで、

こういうことは議会にもお願いしながら、ここは市道に変えていきます

よとか。ここは農道にしますよとか、というような、目的別のことをせ

にゃいけんということは御理解してもらいたいと思います。 

 そういうことがしっかり決まれば、今度、私のほうが最重点事業とし

ての位置づければ、採択は今度可能になってきますんで、御理解をして

もらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  答弁ありがとうございます。理解できました。 

 そういう意味で、今回特に第2次観光の分で、質問させてもらっとる

んですが、先ほど部長からも答弁ありましたように、今から3次ですか。

計画つくる際に、やはり今までとなかったところが、今重点にもう決ま

りましたんで、次の後期の計画に盛り込んでいただいて、予算づけもし

ていただいて、議会の承認得ながら、進めていってもらいたいという趣

旨がありまして、こういう質問の仕方になったわけですが。 

 今そういうふうに市長も理解されたんで、今はまだ農道・市道、でき

るできんもあると思うんですが、来年以降に向けて、そこらの整備を計

画に盛り込みながら、事業を進めながら、まちづくり、そして安芸高田

市の発展につなげていってもらいたいと思います。 

 それでは、その次に入ります。 

 郡山城周辺整備、ここではサンフレッチェ広島と書いとるんですが、

要はサッカー公園と温水プール等のことなんですが、そして土師ダム、

甲立古墳、たかみや湯の森、神楽門前湯治村、また香六ダム公園、ほと

とぎす遊園など、ほかにも美術館、湧永庭園等、いろいろな官民の施設

があるんですが、たちまちは市の管理の施設であります、既存の施設の

老朽化対策ですよね。先般ですか。湯治村と湯の森と、エコミュージア

ム関係が3つの施設でかなりの額15億ぐらいですかね。20年間で改修費

がかかる報告はあったかとは思うんですが。 
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 そこらを今回こうして今可愛地区の整備も踏まえて、こういう事業を

しながら、先ほど市長が言われたように、全市にやっぱり恩恵と逆に周

遊してもらわにゃいけんわけですよね。そうした場合、やはり、ほとと

ぎす遊園なんかは、本来で言うたら、20年で3割削減する施設に挙げら

れとるんですよね。言いながら、今回、こういうので周遊いうのを考え

ると、ここも最後のチャンス言うたらいけんのですけれども、どこまで

市長が全体を湯治村ももちろん盛り上げていかにゃいけんのですが、こ

の計画にもあって最初に言うたんですが、観光客数は予定どおり170万

人のペース上がっとるんですが、一方では神楽の定期公演が3万2、

3,000人が、170万になったとき3万7,000人の利用者になるように想定さ

れとるんが、逆にちょっと減っていきよる傾向なんで、観光客がふえる

と思うとおりに神楽湯治村に行ってもらえるかと言えば、ちょっとクエ

スチョンなところもありますんで、いかにこの事業を進めながら交通網

も整備しながら、美土里町、高宮町まで八千代の土師ダムも踏まえて、

向原もやすらぎ等々いろいろありますんで、全般に広げていくかという

ところで、どのように考えられるか。お伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「既存観光施設の老朽化に係る現状の認識と対応」につい

ての御質問にお答えします。 

 平成30年8月に開催されました市議会全員協議会におきまして、神楽

門前湯治村や、たかみや湯の森、エコミュージアム川根の3施設に係る

施設更新計画の概要について報告をさせていただいておりますが、3施

設とも、建設後から数十年経過していることから、健全度の調査を行い、

改善や更新が必要な箇所を抽出し、更新費用の算出を行ったところでご

ざいます。 

 その結果、施設維持のための今後20年間の更新費用として、3施設で

おおむね14億円の経費がかかるという報告をさせていただいております。 

 3施設以外につきましては、具体的な調査を行っておりませんが、先

ほどの3施設同様、建設されて数十年が経過をされておりますので、施

設の必要性等も勘案しながら、将来に備え、必要な時期に更新費用の算

定を行ってまいりたいと考えております。 

 この費用対効果じゃなしに、この3施設によって、宿泊施設ないのに

あってお客さんで連れてくとこあるよとか。このまた施設が今度は芸備

線の利用活動につながるとか。こういうような複合的な中から私はでき

るだけこの施設を守ってあげたいと思ってます。 

 今私が提案してるのは、ここの施設については、観光だけではなしに、

皆さんの健康づくりでも使ってくださいとかですね。それから、豪雪の

ときの避難所でもええです。田舎風のあったような使い方しないと、宮

島とか京都とか奈良とは違いますんでね。ここらは総合的に考えていき

たいと。できれば、そういう福祉とか、こういうことを加味入れながら、
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今の施設を守る仕組みができればと、今こういう模索をしているところ

でございますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今市長言われたように、こういった施設があるし芸備線もうまくいう

のも言われたんですが、今までやってきて、芸備線も利用者が減り、要

は車の時代になった言うたほうが早いと思うんですが。今回の観光の分

析も、やはり安芸高田市に来る人の9割以上がやっぱり車で来られる人

がほとんどなんで、なかなかちょっとそういったところとつなげるいう

のは厳しい現状はあるのかなと。それをつなげようとすれば、逆にまた

莫大なお金を投資して結果もちょっと見えてこんのじゃないんかと。 

 厳しい言い方するようなんですが、市長も答弁しづらいとは思うんで

すが、現状はそういった人口減少の中で、どこまで投資をしていくかい

うたら、やっぱり自然と人も都市部に集まるとコンパクトシティになっ

てきよる流れもあるんで、私としてはコンパクトシティを推進して、そ

の経済効果を6町にある程度分配して、この予算で自分らのところで好

きなところに使うてくれというようなまちづくりを目指すべきじゃない

かと思うんですよね。そこはどうお考えか再度お伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  コンパクトシティの理論的には名立つんですけれども、やってみると

課題もようけあるんで、これはやるとしても私がここでやるというわけ

にはいかないんで、ちょっと検討はさせてもらわにゃいけんと思います。

けれども、将来そういうことも踏まえたまちづくりしていかにゃいかん

ということですよ。今のまま、このまちづくりで存続するかどうかと。 

 人口の3,000人、10年間減るんが、おさまるかどうかと、非常に大き

な課題です。これは私だけじゃなしに、議員の皆さんと勉強しながら、

いい方策をこれからもつくっていきたいとかように思います。 

 非常にいい答えができないんですけれども、難しい課題であります。 

 芸備線にしても、例えばこの施設を無理やり使うというんじゃなしに、

例えば市内の方が来られた、観光農園とか、そういうことの広島にない

地域の魅力的なものを売ることによって、列車を使うてもらうとか、サ

ンフレッチェの練習を列車を使うて来てもらうとか、こういう手短なと

ころから考えたいということで申し上げたんで、御理解してもらいたい

と思います。 

 背伸びしてですね、こうこういうんじゃなしに、できることをしなく

ちゃいけんということを思ってます。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今回はちょっと自分の考えとった展開と違って、ちょっと大きくなり

過ぎた、ぼんやりとした質問になってきよるんですが。 
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 基本的には、今観光振興中心に、外需と言いますか、外貨を稼ぐとい

いますか。そうして、当市の財政を、雇用を踏まえて、生んでいくとい

う方向性は間違ってないと、私は思いますんで、後半に関しても、今の

考えをもう貫き通して、職員、我々議会も皆さんいろんな考えがあるん

で、全員が全員同じ考えにはなかなかならんところもあるんですが、私

個人としては今大きな方向性は間違っていないと思っておりますし、

時々市長が頭にくるようなことも言いますが、やはり細心の注意払いな

がら、なるべく失敗がないように前に進めていくいうのは、自分も企業

やっておりまして、上司ともけんかすることもあります。 

 最後はでもやっぱりトップの考えでやるわけですけれどもその中で、

どうしてもここは危険いうところは、とめることもせにゃいけんので、

たまに市長もかちんときて怒られることもあるんですが、まあ自分もひ

るまずに、そのときは言いますんで、そこはちょっとしっかり受けとめ

て大人の対応していただきたいと思います。 

 最後の質問に入ります。 

 田んぼアート公園事業について伺います。 

 田んぼアート公園事業で元就新城下、中世屋台村12店舗、当初の計画

報告書では15店舗から減らされとるんではありますが、今計画書では、

本来だったらもう募集が終わっとる時期になっとるんですが、受け入れ

団体の設立がおくれたりで、計画修正もあれしとるんですが、今議員さ

んがもうちょっと不審に思うとるんは、そこらの募集の部分が計画の修

正のところにも、時期がずれとる修正もないんですよね。そこらが立て

るんはいいんですが、埋まっていくような状況になりよるんかどうかが

見えてないんですよね。その辺をちょっと伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの質問にお答えする前に、先ほど行政の方向はいいんだとい

うてお褒めの言葉をいただいたんで、実は先般も説明いたしましたよう

に、この安芸高田市、社会人口、人口ふえてるんですね、これは。人が

老衰で亡くなるということは別なんですけれども、ふえてます。これは

県下で5市町しかないっていうことで、職員がしっかり頑張っているい

うことで、自慢をさせてもらいたいと思います。ありがとうございます。 

 ただいまの「田んぼアート公園に12店舗の屋台村が計画されているが、

その募集状況」についての御質問でございます。 

 平成29年度に策定いたしました、田んぼアート事業実施計画書におい

て、展望台をお城に見立て、そのもとに城下町を形成する町屋をイメー

ジし、複数の建物により、にぎわいを創出することとしております。ま

た、計画書では、12棟程度の店舗を想定しております。出店は、民間よ

りテナント募集を行うこととしております。 

 今後は、将来の管理運営者として設立されました、一般社団法人、元

就新城下とともに、テナント出店の基準を定め、出店者や出店内容及び
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規模等について検討していきたいと思います。 

 議員御指摘のように、非常に今委員会を12月につくったんですけれど

も、お互いに卵が先か鶏が先かと。あなたは施設も全然見せてくれんじ

ゃないかと。展望台もあとずさりじゃということで、うちとすれば、あ

んたが見えんからいかんとか言ってるんで、お互いに手の内を見せなが

ら、ちゃんと12店舗については責任を持ってもらいたいと。そのことを

私も強くしていきたいと。できれば、今年度中にはその目鼻が見えるよ

うにしていきたいと思います。 

 まずは、向こうが言うのは、図面を見せてくれというんです。どうい

うのが、造成もしてないじゃないかとか。言うんで。どっちが早いかと

かいうのがあるんですけれども、皆さん方にはまだ大まかの進捗につい

ては御承認いただいてるんで、この辺のとこ踏まえながら、話をしてい

きたい。きつく申しつけて、きつく店舗については、確認していきたい

と思いますんで、御理解をしてもらいたいと思います。 

 非常に厳しい状況ですけれども、これ画期的な、今までうちがつくっ

たものは、湯治村、湯の森にしても、エコミュージアムにしても、全部

赤字になったら市が見るんだというような考え方じゃなしに、民間が経

営するという画期的なことでございますんで、我々もこのことについて

は、しっかりと民間の手伝いのできることをしながら、民間が存在する

ような仕組みづくりを考えていきたいと思います。 

 折半については、こういうことも確認しながらいきたいと思いますん

で、どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  今、市長がきつく言うていくと言われたように、もうオープンして、

つくったときにお店が入っとらんいうたら、格好悪いんで、そこは議会

も自分はもうオーケー出ると思います。 

 ただ、今言うたように、しっかり空き店舗が出たら、もう民間が責任

もって費用はみるというふうにしないと、12店舗今埋まるいうめどが立

たんと、さすがに議会の人も賛成してんないと思いますので、しっかり

そこらはあんたらが責任持つ言うなら、議会も予算は通す言うてもらっ

てもええと思います。 

 そのかわり、自信がないなら、どこまでか明確にせえと。そこはしっ

かり詰めて、議会に提案してもらいたいと思います。そこを再度聞いて

終わります。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のとおりでございまして、これは大事なことなんで、しっ

かりお互いにちゃんと問題点を出し合って、責任を持って次のステップ

に行くように、指導してまいりたいと思います。 

 ありがとうございます。 
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○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 玉重輝吉君。 

○玉 重 議 員  確約いただきましたんで、しっかりそこは対応してもらうことを要望

して終わります。 

○先 川 議 長  以上で、玉重輝吉君の質問を終わります。 

 この際、11時10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時５２分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 引き続き、質問の通告がありますので、発言を許します。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  2番、芦田宏治です。 

 通告に基づき、大枠2点について質問します。 

 最初にごみの減量化と資源循環型社会への取り組みについて、質問し

ます。 

 私は、ことしの1月にごみの減量化について関心を持っている同僚議

員と芸北広域環境施設組合の児玉事務局長のところに行き、芸北広域き

れいセンターで焼却するごみの量や資源ごみのリサイクル、施設の抱え

る課題など、いろいろなことを勉強させていただきました。ごみの減量

化は、全国どこの自治体にとっても、待ったなしの課題です。 

 浜田市長は、吉田町長時代からごみが土師ダムを通過して、きれいセ

ンターへ行ったらお金がかかる。何とか土師ダムに行く前にごみを減ら

したいもんだとよく言われていました。どこの自治体の市長さんも同じ

気持ちだと思います。 

 そこで、最初の質問をします。 

 安芸高田市は、北広島町とともに、芸北広域きれいセンターでごみの

焼却をするとともに、減量化に取り組んでいますが、安芸高田市が独自

に行っている、ごみの減量化に向けた取り組みの現状と課題について伺

います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ごみの減量化と資源循環型社会への取り組み」について

の御質問にお答えします。 

 ごみの減量化対策の取り組みとして、地域や各種団体による効果的な

集団回収・リサイクル活動の定着に向けた支援のため、ごみ減量化対策

助成金制度、及び、生ごみ減量化対策助成金制度を継続をするほか、本

年度は紙おむつの減量化の取り組みを行い、成果の検証を行いたいと思

います。 

 また、市内の小中学生を対象に、身近な環境問題に触れる環境リサイ
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クル講座を実施し、子供たちが学校、家庭でもできるリサイクルについ

ての取り組みを行っております。 

 課題といたしましては、行政区単位や地域振興会などで資源回収を行

っていただいておりますが、高齢化による組織力の低下が問題になる団

体もふえてきているのが状況でございます。 

 御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  先ほど答弁いただいた、ごみの減量化対策助成金制度は、市内6町の

144団体がこの制度を活用していて、約352万円補助金が出ています。私

の地域でも活用していて、集会所の運営資金の足しにしています。 

 ほかの集落では、夏祭りの運営費に充てているという話も聞きました。

個々の団体で見たら、大きな金額にはなりませんが、新聞紙やアルミ缶

もみんなで集めれば、団体の活動資金になるというのは、ありがたいも

のです。地域回収システムがしっかりしているおかげで、再資源化率は

広島県の自治体では27年度の実績ですが、2番目だという話を聞きまし

た。北広島町が1番だということですので、ここを抜いて1番になりたい

ものです。 

 ごみ減量化の取り組みの中で、紙おむつの減量化と小中学生の環境リ

サイクル講座について答弁がありましたけれども、具体的にはどのよう

なことをやられているのか、またその効果について伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  紙おむつは、これは一応大きな課題でございまして、安芸高田市、ご

みの中で、生ごみの中で占めるウエートが莫大に大きいと。ただ、市民

の方々のかけている経費も大きいということなんで、これを減らすとい

うことは、大事なことと思います。 

 私が県のほうへ提案しているのは、まず昔と同じように、リサイクル

できんのかと。自分からシェアできんのかと。おむつ洗ってから使うと

か。いうこととか、洗濯できるおむつができんのかということを提案し

てます、県に対して。洗濯できるおむつですね。 

 これは大体環境庁がやるんですけれども、今度、国交省のそれを受け

て、おむつを砕いて下水管に流すということをやってます。これが後か

ら述べた部分の機械によって粉々にしてやると。ただ、このことは、

粉々にしても、なかなか下へ残ってしまうんでね。だから、課題はある

んですけれども、とりあえずは粉々にして下水道に流そうと。将来的に

は国のほうも、水に溶けるおむつをつくっていくんだということを意気

込んでますけど、そこまでいかんと意味がないと。 

 小学校の啓発ですけれども、これは行政が今芸北広域と組んで、学校

ごとに出かけて行って、ごみはちゃんと仕組みの大事さを、いわゆる減

量化とか、ごみがこういうような社会影響を与えとるとかということを、
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しっかり学校、小学校単位に教育することを今心がけているところでご

ざいます。 

 これは芸北広域の事業の一環として、こういうことを考えてますので、

御理解してもらいたいと思います。 

 まず、子供たちからしていかないと、なかなか親御さんはこっち向い

てくれんので、まず子供。ついでにだから申しますけれども、あとから

出てくると思うんですけれども、市民の皆さん方もごみというのは、減

量するっていったらやっぱり焼却するんですね。だから、減量、ごみは

少なくするんだという概念なんですよ。 

 ただですね、少なくするという概念じゃなしに、今度考え方が社会に

合うた循環型になりますけれども、今度はごみを少なくするんじゃない

んですよ。ごみを資源にするというのが今の考えですよ。そういう意味

では、議員さんは物すごく新興的な質問されとるわけでございまして、

環境省の方はそういうことで考えてます。 

 私はそれまではごみは少なくするんで、できるだけ機械を買うてあげ

て、市民の方々にごみを少なくしなさいとか。分別を甲田の人へ促して、

全市民にやったら、少なくなるんじゃないかということを思っていたん

ですけれども、今後は考え方違ってくると思うんですよ。 

 ごみを、資源としてちゃんと取り扱っていく。これを多分3人の議員

さん勉強してきて来られるんで、このことの議論をしてみたいと思いま

すけれども、まさしくそのとおりだと思います。概念が全く違います。 

 今月号の私のコラム読んでください。ごみも資源ですよ。し尿もこれ

で車動かす時代が来るんだということを書いてますけれども、決して夢

じゃないと思います。こういうことをこの後も議論があると思いますけ

れども、しっかり議論してもらいたい。ありがとうございます。非常に、

新しい議論の発想。まだ市民の方とかわかってない話なんで、こういう

方向だということは、しっかりと勉強していきたいと思います。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 市民部長 岩﨑猛君。 

○岩﨑市民部長  今の御質問に対して補足の説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、紙おむつの減量化のことでございますが、現在、家庭から出る

ごみの大体1割が紙おむつという試算が出ております。これ紙おむつに

ついては、今焼却処分をしておるわけですが、特に高齢化が進んできま

すと、今後、今1割であるものが2割、3割というふうに量がふえてくる

と思われます。 

 また、大人用は子供用に比べてサイズも大きいですし、水分もたくさ

ん含んでいるので、燃えにくいということで、この対応に苦慮している

状況がございます。 

 そこで、紙おむつのリサイクル、資源化ということで、本年度試行を

して検証をする予定としておりますが、具体的には紙おむつを資源化装

置、そういう機械があるんですが、その中に入れて、高温で処理して、
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軽量にして合わせてにおいもなくなる。その出たものをまた先々では燃

料にまでしていけたらという思いでしておられます。 

 メリットとしては、今言いましたように、紙おむつの重量が3分の1に

なることと、においがほとんどなくなるということがございますが、デ

メリットとしては、分別回収に必要な人件費であるとか、手間がかかる。

また、その機械導入には多額なお金がかかるというデメリットもござい

ます。 

 いずれにいたしましても、本年度は排出事業先、具体的に言いますと、

病院であるとか、高齢者の施設のほうに設置の、協力依頼をして、そこ

でこの実証実験をしていきたいというふうに現在予定をしておるところ

でございます。 

 また、環境リサイクル講座のことでございますが、具体的には市内9

つの小学校がございますが、小学校の4年生の児童を対象に行っており

ます。ごみは資源であると。もったいないで地球を救う。あなたが変わ

れば世界が変わるという3つのテーマでしておりますが、具体的には家

庭であります、ごみの袋ですよね。燃える可燃ごみ袋の中の物を出して、

それを具体的に分別をすると。分別をさせて、燃えるごみの中にリサイ

クルごみがあるんですよということを自分たちで体験してもらうと。ま

た、その中にまだ、使えるものもあるんですよということを、児童の前

で、児童がみずから分別することで、リサイクルの重要性に気づいても

らう。それを子供が家庭、学校でスキルを得ていけば、燃やすごみの量

が減ってリサイクルもふえるという取り組みでございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  児玉事務局長は、ごみの分別が確実にできたら、燃えるごみもまだ

20％程度は減量できる。そのためには、住民の協力が不可欠だと言われ

ていました。 

 ごみの減量化に向けた環境リサイクル講座の大人版もあればと思いま

すが、先ほど説明していただいた、ごみも資源だという考え方も含めて、

市民への啓発活動について、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  これは、このお母さん方とか、親が本当は教育してもらわにゃいけん

と思うんですけれども、認識がなかなか持ってもらえないと。ごみなら

出して燃やすんじゃというような感覚ですから。我々がごみを分別して

いくこと、極限に分別したら、もう全部ごみないんですよ、分別怠るか

らごみが出てくるんであって、ということなんですよ。 

 本当言うたら、私は市長になったときはこれやりたかったんですよ。

甲田の公衛協さんにお願いしたんですけれども、なかなかこれが全市民

にいかないということですね。 
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 ただ、こういうことを考えよったんですけれども、このこともしっか

り大事にしたいんですけれども、これよりかもっとごみを資源として使

うほうがもっとおもしろいんじゃないかということで、こっちのほうへ

方向転換いうことをさっき話したわけです。このことは、市民問わず、

いわゆる子供たちを通して、市民の方々に、いかに上手に啓発していく

かということです。そのためには、我々職員のほうも、しっかり勉強し

ていかにゃいけんのですけれども、市民の方々が、そういう認識を持っ

てもろうたら、多分ごみは減ってくると思います。 

 紙おむつもそうです。おむつが安いから、私は困ると思うんですよ。

コンビニ感覚で、安いからすぐコンビニ使うてから、すぐにポンとごみ

箱の中に捨てる。高うすりゃええんかと。本当言ったら、市民の方々に

したくないんだけれども、わかってもらえんかったら、こういうことも

せんにゃいけんかもわからんです。 

 こういうような施策の展開は、かようにはございますんで、よろしく

お願いします。ほかにもちゃんとごみを減す方法があればいいんですけ

れども、なかなかごみというのは、なかなか減らないと。ふえるばっか

りだというのが、今までの現状です。これは調査して、できるだけ減ら

すように、また活用するこというのは、行政の課題と思ってますので、

しっかりと。議員御指摘のように、市民への啓発というのはしっかりや

っていきたいと思いますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 芸北広域きれいセンターは、平成7年の建設で、既に24年が経過し、

老朽化が進んでいます。ごみの焼却施設は25年から30年ぐらいもてばい

いほうだと聞いたことがありますので、あと5、6年かと思いますが、ご

み焼却施設の寿命を考えたとき、ごみの減量化を推進して、施設の延命

化を図りながら、今後の施設整備の方向性について、結論を出していく

必要性があると思いますが、浜田市長はごみ焼却施設について、どのよ

うに考えておられるのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「芸北広域きれいセンターの今後の施設整備の方向性」に

ついての御質問にお答えします。 

 議員御指摘のとおり、芸北広域きれいセンターは、建設から24年を経

過しております。今後の施設の整備方針について、検討を進める時期を

迎えております。 

 現在。芸北広域環境施設組合において、一般廃棄物処理施設整備等基

本構想として、新たな施設への更新、現施設での大規模な改修、また直

営または民間委託を含めた委託処理の3つの方法の検討が進められてお

ります。補助金の活用、費用対効果及び、ごみの資源化等あらゆる可能
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性について、北広島町とともに、慎重に検討を進めているところでござ

います。 

 議員御指摘のように、施設が今度更新するときに、いい機会でござい

ますんで、これをこのまま更新をして続けていくんか、建てかえていく

のか。それとも、さっき言うようにごみをごみじゃなしに、資源として

扱って、ちゃんとごみ処理場をなくせるんかという選択期に来ておりま

すので、御協力願いたいと思います。 

 私は、個人的にはごみ処理場をなくすべきだと思っております。その

ためには、民間の受ける方々がちゃんと資源が循環になるような仕組み

づくりをちゃんと考えにゃいけんと思ってます。 

 今までの概念、ごみは捨てて、芸北広域で燃やすというんじゃなしに、

ごみは資源として扱って、このことによって、発電とかいろんな培養に

使うということが、一番大切だと思います。 

 少なくとも、このことは皆さんと一緒に検討しなければいけないと思

っております。いい時期だと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  この件については、芸北広域環境施設組合で、今後協議していかれる

と思いますが、市の負担ができるだけ少なくて済み、環境にも貢献でき

る方向にいくことを願っています。 

 次の質問に移ります。 

 ごみの焼却施設については、今後いろいろな角度から検討され、結論

が出されていくと考えますが、ごみの削減への取り組みは終わりがあり

ません。私は、ことしの2月に同僚議員と行政が民間事業者に委託して、

ごみの減量化に取り組んで、成果を上げておられるという滋賀県甲賀市

の民間事業所の視察に行ってきました。 

 焼却ごみの削減では、生ごみの堆肥化に取り組んでおられました。各

家庭に容量約20キロのふたつきのバケツを用意してもらって、種堆肥と、

生ごみをサンドイッチ方式で重ねていくということで、水分吸収とにお

いを除去する簡単なものでした。それをごみステーションで、容量の大

きな生ごみ専用回収容器に入れて、回収容器は週2回、トラックで回収

して、会社の大きな倉庫で、約50日間発酵させて堆肥化されていました。

できた堆肥は、協力してもらった各家庭に配って、家庭菜園に利用され

ているということで、理想的な生ごみ堆肥化システムを構築されていま

した。 

 最初は小さな集落から始めた取り組みが、10年で9,000件にまで広が

ったと言われていました。住民の協力が一番だと思いました。この会社

はできた堆肥を使ってつくったイチゴ農園でイチゴ狩りをやっているほ

か、トマトやメロンも移動販売しているということで、民間企業ならで

はの経営戦略とフットワークの軽さ、そつのなさには感心しました。 

 また、資源ごみの回収は、甲賀市では月1回しかないので、その日に
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出し忘れたり、仕事の都合で資源ごみを出せなくて困っておられる住民

のために、土日も毎日利用できるエコステーションを3カ所建設して、

市民がいつでも資源ごみを持ち込める体制をつくられていました。生ご

み削減のための堆肥化システムの構築や、資源ごみを回収するエコステ

ーションの設置は、安芸高田市においてもごみの減量化と資源ごみのリ

サイクル促進につながると考えます。安芸高田市で実施する考えがない

か伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの質問にお答えします。 

 次の質問も似たようなことがあるんで、ダブったらごめんなさい。ま

あええじゃないですか、大事なことですから。お願いします。 

 ただいまの「ごみの減量化と資源化促進のための取り組み」について

の御質問にお答えします。 

 現在、家庭用生ごみ処理機導入に対する補助、ごみステーション設置

に対する補助、及びリサイクル推進に対する団体補助をごみの減量化と

資源化促進のための取り組みとして、継続して実施をしております。 

 今後は、ごみの減量化を進める取り組みとして、さらに資源化すこと

を目指し、現在実施しているリサイクルの推進に対する団体補助を継続

するとともに、さらなる資源回収の推進に加え、分別の数の増を目指し、

各種団体・企業等に啓発してまいりたいと思います。 

 今年度、ごみの資源化を促進することで、減量化を図ることを目的と

し、資源化900トンと掲げ取り組んでおるところでございます。今議員

御提案の堆肥化とか、いろんな活用につきましては、非常に参考にして

いきたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 このごみの減量化、待ったなしでございますので、いい方法があった

ら、よそのまねでもしてでも、しっかり安芸高田市の減量化を図ってい

きたいと、かように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  ごみの資源化を促進するには、市が甲田支所で行っているような、資

源ごみを回収するエコステーションのような施設を、市内に設置すれば、

資源ごみをきれいセンターに持ち込む手間が省けて、芸北広域環境施設

組合への市の負担金が削減できるメリットもあると思います。 

 ぜひ検討していただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 先ほどの質問で、民間事業者の取り組みの一部を説明しましたが、滋

賀県甲賀市では、行政がごみの減量化とリサイクルを推進するために、

民間企業に事業を委託して、生ごみ堆肥化システムの構築や資源ごみの

リサイクルなどで、ごみの減量化に大きな成功を上げておられます。事

業者の方に聞いたら、ごみのデータをとにかく細かく取り続けていくこ
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とで、行政との信頼関係を構築することができたと言っておられました。

このデータをもとにして、行政もごみ処理計画を立てて、事業を推進す

ることができたのだと思います。 

 広報あきたかた6月号の市長コラムで、市長は地域環境共生圏による

新たな成長の創出と題して、ごみやし尿についても、これまでの廃棄物

の考え方から、地域循環資源として捉える視点が大切で、ごみ処理、し

尿処理について、サービスの質が低下しないよう考慮した上で、民間委

託し、環境ビジネスの推進を担うことも必要だと言われています。 

 安芸高田市でも、ごみ処理や資源ごみのリサイクルを民間に委託する

ことの検討や、振興会を初めとする地域住民団体による集団回収の活発

化や公衆衛生推進協議会などの環境団体と連携した取り組みなどをもっ

と推進していくべきではないでしょうか。市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「ごみ処理やリサイクルを民間委託することの検討、地域

住民団体による集団回収の活性化、環境団体と連携した取り組み等の推

進」についての御質問にお答えします。 

 事例では、行政と地域、事業者の連携した取り組みにより、ごみの細

分別化が徹底されるなど、ごみのリサイクル、資源化に向け、すばらし

い成果を上げていることも承知しております。 

 特に、生ごみの資源化に向けての取り組みは、循環する仕組みが必要

であり、地域ごとに状況にあった対策が必要と考えております。 

 今後、その地域で成果が上がっている要因は何か、本市に取り込める

ものは何か、ごみ処理やリサイクルを民間に委託することも含め検討し

てまいります。 

 民間の方と話をすると、私が言っているように、ごみは全部ゼロだと、

ごみ処理なくするというのは段階的には問題がございますんで、まずは

民間の方々が資源として扱うごみもあるわけですから、地域の方に協力

を願い、そういうごみは一カ所に集めとくとか、こうして全体のごみを

減らしながら、最終的には処理場がなくなったという仕組みにもってく

んですけれども、段階的にいくんがベターじゃないかと思っております

んで、御理解を願いたいと思います。 

 基本的に考えることは、議員さんのおっしゃることと全く同感でござ

います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  これらの取り組みについては、行政、学識経験者、地域振興会、環境

団体、民間企業などで協議会をつくることから、スタートしていけばと

思いますが、市長の考えをお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  同感でございます。しっかり協議会つくっていきたいと。 

 わかる人に協議に入ってもらわんと困るんで、しっかり勉強した方に

加わってもらって、大事な協議をしていきたいと。安芸高田市の方向性

を位置づけていきたいと、かように思います。 

 よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 資源循環型社会を形成するためには、有限な資源を最大限に活用・再

利用するための仕組みづくりが必要と考えますが、市は資源循環型社会

に向けて、これからどのように取り組んでいこうと考えておられるのか

伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「資源循環型社会に向けての取り組み」についての御質問

にお答えします。 

 本市の現状として、ごみの再生資源化は、地域での取り組みや公衆衛

生推進協議会での啓発活動を含め、既に高い効果を得ておりますが、さ

らに推進していく必要がございます。資源化に向けて、取り組むうえで、

一番の課題は、ごみの分別と、ごみを出さないという意識改革が前提と

なります。 

 資源循環型社会の構築、持続可能な社会の構築を目指していく上で、

行政だけでなく、家庭や事業所等のあらゆる場での環境保全に対する意

識改革を推進し、地域での取り組みと合わせた施策を行える仕組みづく

りの構築を目指していきたいと思います。 

 国におきましても、大きな長期計画の中で、まち・ひと・しごとと合

わせて、この地域循環型社会をちゃんとかみ合わせた計画でないと、今

後補助金もとっていかれないということになりますので、国に先んじて

我が町はしっかりとした循環型の構築を図っていく必要があると思って

おります。 

 先ほど申し上げましたけれども、一時期にいきなり循環型といってか

ら、ごみ処理場ゼロとやりたいんですけれども、段階をおってできるも

のからやっていきたいと、かように思ってます。方向性は、この循環と

言いつつ、だからそういう方向で考えていきたいということでございま

す。 

 ただ、なかなか今までやってきたことを市民の意識から変えていかな

いといけないんで、非常に課題はありますけど、どうかよろしくお願い

します。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  私はごみを資源として再利用していく事業は、地域に仕事をつくって
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いく絶好のチャンスだと思います。市長は、ごみ焼却施設が老朽化して

おり、ごみ処理の手法を検討する絶好の機会だと言っておられますが、

このチャンスを生かして、安芸高田市に新しい仕事をつくっていくこと

ができればと思います。 

 2番目の質問に移ります。 

 令和2年、来年の春には、道の駅がオープンします。また、令和3年に

は田んぼアートがオープン予定です。 

 商工観光課が、先日開催されたふるさと応援の会で配られた、新たな

挑戦2020年安芸高田市地域活性化プロジェクト始動というパンフレット

では、道の駅と田んぼアートの2つの施設での年間来場者数予測は、約

50万人とされています。最近の観光客の多くは、ねらいの観光地の情報

をインターネットで検索、確認をして訪れておられます。 

 交通の便や、宿泊、食事処など、瞬時に検索できてとても便利です。

それだけに、郡山城をはじめとする安芸高田市の観光スポットや、観光

ルートの紹介、市の特産品のＰＲなど、ホームページでの紹介方法の検

討や工夫が今まで以上に必要になってくると思います。また、観光ルー

トの検討や特産品の開発などは、どのように進めているのか、伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「道の駅・田んぼアートの開業を見据えたホームページに

よる観光情報の提供、観光ルートの検討や特産品の開発」についての御

質問にお答えします。 

 道の駅開業に向けて、昨年度から市の観光情報に特化し、網羅したポ

ータルサイト「あきたかた・ナビ」を製作し、現在、市観光協会で運用

をスタートしております。ベースは完成しておりますので、今年度掲載

する内容のブラッシュアップをかけているところでございます。 

 また、新設する道の駅には、観光コンシェルジュを配置して、市内観

光情報の提供や、周遊ルートの案内等を行うこととしており、道の駅を

基点とした、観光周遊ルートの検討を進めることとしております。 

 さらに、農産物の生産拡大を図るため、アグリセミナーの開催を行う

など、新たな生産者の掘り起こしを行い、6次産業化商品を目指すとこ

ろでございます。また、毛利関連グッズを中心に、オリジナルの特産品

開発にも本格的に取り組んでいるところでございますので、御理解を賜

りますようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  特産品の現状については、今市内には何点ぐらいの特産品があって、

どれぐらいの売り上げがあるのか。また、特産品の開発は、どこが中心

になって行っているのか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 



136 

○浜 田 市 長  これは行政の反省点もあるんですけれども、各市町がつくった特産品

というか、100以上ございます。売れるものはないということです。だ

から、このことを生かしながら、今後においては、これから売れるよう

にネットで売れるようにとかですね。このことがちゃんと商業につなが

るとか、いうことにしていかにゃいけんと思います。これ専門家を入れ

て、ネットで売るためには写真をどう撮ったらええかとか、宣伝をどう

したらええかとか。こういうことを非常に行政不得意なんで、このこと

をしっかりとした宣伝して、市の活性化に使っていきたいと思ってます。 

 思いつきは、みな考えてるんですけれども、その思いつきが次の特産

品、特産品といくんですけれども、手応えのある特産品もあるんですけ

れども、このことを特化して、例えばもみじまんじゅうとか、乳だんご

みたいなのは、ちゃんとしたことしていかにゃいけんと。 

 ただ、これを履行するためには、これ田舎ですと問題がございます。

というのは、これは地場家内工業で売ってたんじゃ、もう業になりませ

ん。家のもんが食うたらええという意味で、安芸高田市内その業者ばっ

かりです。人に売らしてもうけるというような企業化する特産品でない

と困るんで、今後はそういうこと踏まえて、しっかりとした対策を練っ

ていきたいと思っております。 

 ちょっと補足があったら、担当部長。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 産業振興部特命担当部長 行森俊荘君。 

○行森産業振興部特命担当部長  細やかな数字を今持ち合わせてございませんが、今特産品としまして

は、安芸高田の宝というのがございまして、約110点ございます。 

 ちなみに、昨年度の観光協会等々の売り上げ等見てみますと、当初観

光計画を策定した平成27年度においては、約33万円ぐらいでしたが、そ

れから昨年度末、平成30年度末でございますと、約300万ということで、

大幅なアップをしとるという中で、観光協会独自のそういった商品の開

発にも携わっとるという状況でございます。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  元就ブームのときは、まんじゅうやもなか以外は、吉田町の特産品が

少なくて、売れるのに売るものがないという、残念な気持ちでした。今

から特産品の新規開発をしておく必要があると思います。 

 次の質問に移ります。 

 道の駅と田んぼアートの2つの施設での、年間来場者数予測が約50万

人ということは、ＮＨＫ大河ドラマの毛利元就で平成8年、9年の2年間

で、約100万人の来場者でしたので、それだけの観光客が来られると、

自家用車だけでなく、芸備線や路線バスなど、公共交通機関を利用して

安芸高田市に来られる観光客も増加することが予想されます。 

 私は以前の一般質問で、観光客の方が向原駅から郡山城に行くのに、
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バスの便がないので困っておられた、サッカーファンの方がバス停から

サッカー公園に歩いていくと言われたので、車で送ってあげた。観光客

へのサービスを考えるべきだという市民から聞いた話をしましたが、昨

年の6月の中国新聞の広場欄にこんな記事が投稿されていましたので、

読みます。 

 三次発広島行きのＪＲ芸備線に乗った。向原駅に停車中に列車の窓か

ら外を見ると、安芸高田市の観光宣伝の看板が目についた。しかし、観

光客が多く来るであろう日曜日の同市では、吉田広島間など一部を除き、

路線バスはほぼ運休である。鉄道利用者は、駅からタクシーを使わざる

を得ない。 

 以前、私が向原駅前から吉田町までタクシーに乗ったら、吉田広島間

のバス代の倍以上かかった。吉田サッカー公園を初め、安芸高田市の観

光地の多くは、公共交通機関では行けない。自家用車で行けばいいと思

うかもしれないが、そんな人は鉄道を利用しないから、駅の宣伝看板は

余り意味がない。安芸高田市は市のファンクラブをつくって、会員にな

れば格安でタクシー利用できるようにしたらどうだろうか。地元住民以

外は、利用しにくい交通行政は、改めるべきである。40代の福山の方で

した。 

 ちなみに、向原駅から吉田までタクシーで約2,500円かかります。往

復では5,000円程度、はかかります。 

 30年3月に発行された安芸高田市地域公共交通網形成計画でも、観光

施策に関する問題点として、公共交通を活用した観光戦略が明確になっ

ていない。また、観光客に対する情報提供や、環境整備が不十分となっ

ています。 

 きのうの同僚議員の一般質問でも、観光客の交通手段の件が出ていま

したが、集客アップのためには、観光客の利便性を図るために、安芸高

田市の主な観光地をめぐる交通手段の検討が必要ではないでしょうか。

市長のお考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「観光客の利便を図るため、主な観光地をめぐる交通手段

の検討」についての御質問にお答えします。 

 道の駅は、観光周遊拠点として、観光情報を集約し、訪れた観光客へ

タイムリーな情報を発信することにより、市内外の交流人口を増大させ、

人、もの、金・情報が市内で循環する仕組みづくりを推進する必要があ

ると考えております。 

 道の駅には、レンタサイクルを整備する計画としておりますが、市内

の観光地の点在状況からすれば、どうしても移動手段は自動車というこ

とになります。路線バスでの周遊には、運行形態や手法等、さまざまな

課題がございますので、現在運行しております、公共交通を含め、まず

は市内タクシー業者と連携し、観光客のニーズを含め、調査検討をして
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いきたいと思っております。 

 議員御指摘のとおりでございまして、この町が一番問題なのは、例え

ば、観光へ来られます。向原駅に来てからですね。甲田へ来られます。

ずっと安定的に来られるなら、バス通せばいいんですけれども、その人

のためだったら、今度はバス大赤字なんで、ほいでみな市民の負担にこ

うなってくるわけです。だから、ここの問題が一番問題の課題です。頻

度がちゃんと定期的にあれば、ちゃんとバス通しても民間もしますけれ

ども、今この状況で民間でやれといったら、これ、絶対に差額は市長さ

んもちなさいですよ、いうことです。だから、なかなか行政としても、

はいそうですかというわけにいかないんで、できることは、例えば今度

の道の駅で、レンタルの車をつくるとか、レンタルの自転車をつくると

か、そういうようなできる手法を確立していかにゃいけんと思ってます。

思いつきでもいい。きのうも説明しましたけれども、こういうことだと

思います。 

 このことによって、観光客の方が道の駅に限らず、美土里とか高宮と

か、甲田とか行ってもらうシステムをつくっていきたいと思います。 

 もう一つ、私が考えとるのは、民泊です。民泊というのは、ホテルが

ないけえ考えとるんですけれども、例えば市民の方々にちゃんと協力し

てもらえれば、民泊をされたら、その人に迎えに行ってもらういうシス

テムでございますんで、ちゃんとその人が向原駅なり、広島駅なり、広

島空港へ迎えに行ってもらって、1万円なり、お金をもらって、ちゃん

と満足できるシステムができるんじゃないかと思ってます。 

 こういうことと組み合わせながらしていかないと、このさみしい安芸

高田市においては、なかなかすぐバスとか、いうわけにいかないんで、

この辺の事情は御理解してもらいたいと思います。 

 当然、今後、来た人が、ちゃんと安芸高田市で周遊してもらうには、

何かの手段がないと、行かないんで。全員の方が車で来られればいいん

ですけれども、そうでない人もおられるんで、そういうことを真摯に考

えながら、この道の駅、田んぼアートが安芸高田市の全体の活性化にな

るような仕組みづくりをこれからも考えていきたいと思いますので、御

理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  市長が言われたように、平成8年、9年の元就ブームのとき、元就村や

歴史民俗資料館などへ周遊バスを走らせましたが、乗車する観光客が余

りいなくて、経費が予想以上にかかったという苦い経験がありますが、

例えば期間を4月から10月までの土日曜日限定、朝、昼、夕方の3便のみ

運行など、無理のない運行計画で試験的にやってみてはどうでしょうか。

自家用車で来られる観光客だけでなく、公共交通で来られる方にも目を

向けていないと、50万人は非常に厳しいように私は思います。 

 次の質問に移ります。 
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 最初に一般質問通告書の（3）の1行目に市の観光振興基本構想と書い

てますが、正しくは、観光振興構想ですので、訂正させていただきます。 

 それでは、最初に浜田市長に伺います。 

 昨年12月28日の田んぼアート事業調査特別委員会で配付されました、

市の観光振興構想で、道の駅・田んぼアートによる新たな挑戦として、

歴史民俗博物館や、郡山城跡への誘客、元就没後450年、郡山城跡再整

備など、毛利元就のブラッシュアップのきっかけにするとありますが、

具体的な計画について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「観光振興構想における観光資源、毛利元就のブラッシュ

アップ等の具体的な計画」についての御質問にお答えします。 

 田んぼアート事業計画の際にお示しをさせていただいております、観

光振興構想では、田んぼアート公園を整備する中で、田んぼアートに加

え、中世城下町を模した屋台村を整備し、毛利元就のイメージを醸し出

すことにより、歴史民俗博物館や郡山城跡への誘客や、元就没後450年

への取り組みや、郡山城跡再整備といった、毛利元就のブラッシュアッ

プのきっかけとすることを説明させていただいております。 

 これまで、史跡毛利氏城跡保存管理計画をもとに、郡山城跡の登山道

の修繕、看板の設置、危険木や支障木の伐採を行い、継続した維持管理

を進めておるところであります。 

 道の駅内におきましても、毛利関連商品の販売や、武者衣装の着付け

体験サービスも展開予定でございます。田んぼアート事業では、元就時

代を模した屋台村の整備により、これらが新たな元就スポットとなるも

のと考えており、そこから、歴史民俗資料館や郡山城への周遊に取り組

みを進めていきたいと考えております。 

 御指摘のように、今あるんですけれども、案内の看板がちょっと悪か

ったですね。まずは案内の看板というのは、54号線とか、外から来た方

にそういうことをちゃんとしてかにゃいかんと思ってます。これを先般、

国道事務所にも看板をつけてくれという要望してますけれども、そうい

うような身近な案内をしていくこととか、それから、整備計画のいろん

なできることがございます。このたび、郡山をちょっときれいにします

けれども、このような整備計画によらなくても、例えば維持補修的なこ

と、遊歩道とか、ていうようなものをつくっていくことは可能でござい

ますので、このようなことを整備しとかんと、何ぼ道の駅から行け行け

言っても、なかなか行ったもんが満足度与えないと思いますので、この

こともしっかりやっていきたいと。 

 甲立古墳でもそうです。あるばっかりじゃなしに、ちゃんとした案内

とか、誘導板とか、こういう身近なことはつくってもらいたいと。 

 抜本的な、例えばそこを掘ったりすることは、今度は整備計画にない

とできないんで、まずはとりあえず、二次的なことでできることをしっ
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かりやっていくことが観光増につながるんじゃないかと思ってますんで、

御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  続いて、永井教育長に伺います。 

 郡山城跡の整備について、教育委員会の担当として、史跡の案内表示、

登山道の整備、枯れて倒木の恐れのある立木の伐採など、31年度で計画

されている整備計画と、今年度から始まる郡山城跡保存活用計画策定に

向けた進捗状況について、お伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの芦田議員の「郡山城跡再整備などの具体的な計画」につい

ての御質問にお答えをいたします。 

 現在、整備中の道の駅と田んぼアート公園につきましては、市内観光

周遊の拠点であり、来春の道の駅開業とともに、市内への観光客は、当

該構想で約50万人と増加が見込まれているところでございます。 

 このような状況の中で、教育委員会としましても、史跡毛利氏城跡の

再整備は、絶好の機会であると捉えています。整備に当たっては、整備

に関する基本計画の策定後、具体的な整備に取りかかることになります

が、その前段で、史跡の保存や活用についての基本的な考え方をまとめ

た保存活用計画の策定が必要となります。本年度、既にこの保存活用計

画の策定に着手しているところでございます。 

 また、先ほど市長が答弁しましたように、危険木や支障木の伐採につ

いては、昨年度末から一部実施をしてきておりますが、今年度も引き続

き、必要な伐採に取り組むこととしております。 

 また、御質問のありました、毛利元就没後450年は、2021年、令和3年

に当たります。2年後を見据えて、企画展の開催などに向け、検討を始

めたところでございます。御理解をいただきますよう、よろしくお願い

をいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  郡山の整備について、説明をいただきましたが、とりわけ郡山の姫の

丸から三の丸までの登山道が非常に狭くなっております。それともう一

つは、旧本城の本丸へ上がる手前のところが、子供やお年寄りじゃ、ち

ょっとなかなか難しい状況です。とりわけ、そういう登山道、登るとこ

ろの整備、危険なところから、ぜひ整備を進めていただきたいと思いま

す。 

 郡山城跡は、昭和45年に国史跡に指定され、昭和63年に郡山の約半分

が追加指定されています。郡山については、そのほかにも種々の規制や

保護の設定がされています。大正10年に、風致保安林に指定され、昭和

49年に緑地環境保全地域に指定されています。郡山公園に設置された風
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致保安林と、緑地環境保全の看板には、許可なく立木の伐採はできませ

んと書いてあります。その結果、郡山では木を切ったりしたらいけんら

しいということが町の人にも定着したのだと思います。 

 国史跡の山城の整備などに長年携わってこられた文化財の保存に詳し

い方に聞くと、国史跡でも、風致保安林でも、指定されたときの状態を

維持管理しようと思えば、郡山も一定の間伐や枝打ちなど、日常の山の

維持管理はやっておくほうがよかったですね、と言われました。 

 山も手を加えなければ、荒れ放題になるのは、どの山を見ても、当た

り前のことです。郡山は、一気に木を切って、見晴らしをよくするとい

うことは、無理ですが、現時点では少しずつでも維持管理された状態に

戻していくことが大切だと思います。 

 毛利元就のブラッシュアップというのは、まず郡山を管理された状態

にして、案内看板をつくったり、登山道を整備して、観光客を受け入れ

る体制をつくることだと思います。遠くから見ても、間伐や枝打ちなど

の手入れをして、うっすらとでも郡山城らしく見えるような、山に戻す

こと。そして、願わくば夜は百万一心の電飾が浮かび上がれば最高のＰ

Ｒになると思いますが、市長のお考えを伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えします。 

 郡山というところ、非常に史跡であり、国の史跡で、これは甲立古墳

も言えるんですよ。史跡であり、また今度は風致保安林があり。いうこ

とですよ。当時の行政が、風致保安林にしたら税金かからんけえという

ようなことで、やっとるわけ。ただ、やった結果は木をちゃんと保存し

とかにゃいけんので、めちゃくちゃ切ったらいけんということであって、

なかなか私も国と県に申し入れたんです。そうしたら、切っちゃいけん

ということは言うてませんと言うんですよ。ただ、ルールがございます

と言うんで、このルールに従えば切れるということです。 

 今その方向に従って、事業進めております。今までの行政は、この手

続がめんどくさいけえ、放っとったいうことになっとるんだけれども、

この担当部長には、これを指示してます。切りなさいと。ただ、時間が

かかるかもです。ほいで、今やってることは、当面、そのルールにない

もの、維持管理上、危ないとか、いわゆるこの倒木は枯れてしもうとる

とかいうようなものについてはできますんで、そのことをやるだけでも

先にやっていきたいと。 

 合わせて、その次のステップと今度は保安林解除のルールとか、史跡

解除のルールがいると。そのルールをしよう思うたら、国は今度は、整

備計画を持ってきなさいと。この位置づけの中で、ちゃんとやることを

やりなさいと言ってくるんで、これはなかなか手間のかかる話なんです

よね。だけど、手間がかかっても、議員御指摘のように、観光資源で生

かしていきたいと思いますので、挑戦はしてみたいと。かように思って
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おります。 

 手始めに、見えるところからやってますけれども、抜本的にはちゃん

と郡山をしていきたいと。守る木はどれだけあるかいうのは、わしもよ

う知らんのですけどね、こんなことを踏まえながらやらにゃいけんと。

そういう大切なものなので、国のほうも、勝手には切らしてくれんとい

うことは御理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  整備されて、笑っているように見える郡山をイメージして、私の質問

を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、芦田宏治君の質問を終わります。 

 この際、13時まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時０８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 6番 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  6番、無所属の前重昌敬でございます。 

 通告を1点、質問させていただきますが、始まる前に、きょうお昼の

時間、資料提供がございましたことに関しまして、ちょっと若干、よい

話でありますので、させていただきたいと思います。 

 今消防長もこちらにお見えでございますが、昨年は、災害で大会が中

止になったということでございました。それで、ことしは昨日、そうい

う県の予選がありまして、3種目につきまして、選手として消防隊の方

が出られたということで、2種目につきまして、上位1位に入られたとい

うことで、本当にこれは喜ばしいことで、県の予選ということで、これ

から中国大会に向けて、なおさらまだしっかりと頑張っていただく形だ

ろうと思います。 

 このために、本当に職員さん、全員が一致団結して、この大会に出ら

れていることをしみじみと感じますし、その職員さんが選手を支えて、

この組織等も含めて、取り組んでおられるところに、本当に敬意を表し

たいと思います。 

 まだまだこれから、あと2種目ですかね、1種目、ロードブリッジの救

出というのが残っとると思います。25日にまた予選があるということで

ございますが。そうしたところ、しっかりと安芸高田市の名前がこれも

出ますので、やはり市の励みになると私は考えております。 

 そうしたことも含めて、市民の皆様には情報提供をしっかりと、これ

からもしていただきたいと思いますので、選手がこの大会で全国大会へ、

本当に出れるように、祈願しておるところでございます。 
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 選手の皆様にしっかりと激励をこれからもしていきたいと思いますの

で、その辺よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、通告に基づきまして、御質問をさせていただきます。 

 1点目、Ｊ1サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづくり

につきまして、3点お伺いをします。 

 まず、1点目としまして、スポーツ振興の面から見た現状について教

育長に、また観光振興の面から見た現状につきまして市長に伺うもので

あります。 

 なお、この質問には、先に教育長とか言っておりますが、市長のほう

からでもよろしゅうございますので、その辺は構いませんのでお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私のほうから答えさせていただきます。 

 ただいまの「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづく

りにおける観光振興の面から見た現状」についての御質問にお答えしま

す。 

 御承知のとおり、サンフレッチェ広島トップチームは、吉田サッカー

公園を練習拠点としており、またサンフレッチェユースのホームグラウ

ンドであることから、本市はサンフレッチェ広島のマザータウンとして、

市内外に周知を図っておるところでございます。 

 マザータウンであるという強みにより、県内自治体で唯一、スポンサ

ードゲームを開催し、毎年1,500人もの市民の応援団をスタジアムに送

り込んでおります。 

 そして1月には、そのシーズンの優勝を祈念し、吉田町の清神社で必

勝祈願祭をサンフレッチェ広島と合同で開催をしているところでござい

ます。 

 また、市観光協会では、サンフレッチェ広島とのコラボによるオリジ

ナル商品の開発・販売に取り組んだり、市の観光大使に森崎アンバサダ

ーに就任をしていただくなど、本市はサンフレッチェ広島のマザータウ

ンとして、観光振興にも活用していただいているところでございますの

で、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの前重議員の「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かし

たまちづくりにおけるスポーツ振興の面から見た現状」についての御質

問にお答えをいたします。 

 市長からも答弁がありましたとおり、毎年スポンサードゲームを開催

し、1,500名にも上る応援団を結成することにより、参加するスポーツ

のみならず、見るスポーツの振興にも大いに役立っているものと考えて
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おります。 

 サンフレッチェ広島を応援する仲間づくりは、ファンクラブの皆様方

の献身的な努力などもあり、応援のすそ野は年々増加し、いわゆる関係

人口や交流人口の拡大につながってきていると考えております。 

 また、実際の競技成績で見ましても、近年のサンフレッチェ広島ユー

スの活躍は目覚ましく、昨年度、高円宮杯で優勝したことは記憶に新し

いところでございます。これらトップチームやユースの活躍が影響し、

スポーツ少年団に男子児童のみならず、女子児童が入部してくるという

状況もあると聞くなど、少しずつではありますが、Ｊ1サンフレッチェ

広島のマザータウンである本市にとりまして、サンフレッチェ広島の存

在は本市のスポーツ振興に役立っているというふうに認識をしておると

ころでございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  市長のほうからは、サンフレッチェ広島の応援事業ということで、ス

ポンサードゲーム等がお話をしていただいたんですが。必勝祈願、これ

も清神社を中心に、年初めには参っていただいとるということもありま

す。 

 それと、今の教育長の話の中以外でも、サンフレッチェユースを送る

会ということで、3月にはそうしたところを含めてやっていただいとる

のが現状であると私も認識しております。 

 それと、あと外郭団体で事業団さんが、今、これから7月7日にも行わ

れますが、サッカーフェスティバル、この辺を市民の方々が来られてや

られている。また、それにプラスして共済組合のサッカー教室もやられ

ているという状況ではございます。 

 まだまだ、それに加えて、やはり地元には現状として、市のサンフレ

ッチェのファンクラブがございます。今70名近い方々の会員がおられま

す。その方々の今ＡＣＬ、またＪリーグ、Ｊユースカップ、天皇杯、こ

うしたところにしっかりと応援に行っていただいとると言うのも現状で

ございますので、そうしたところも認識をしとっといただければ、私は

いいんじゃないかなと思うとります。 

 これから、そういう認識のやっぱり立場に立っていただいて、やはり

同僚議員からもあったように、現状の把握といったところに入ってくる

のかなと。これから可愛地区言うんじゃなしに、私はこのサッカー公園、

サンフレッチェ広島を基点とする中で、市長も先ほどから言われてるよ

うに、すぐと一遍に言うわけにいきません。一つ一つのやっぱり形で、

今あるものを整理しながら、うまく、おいでいただきながら、道の駅、

それとやはり田んぼアート、しっかりとその辺は応援をしていくわけで

すが、そうしたところにやっぱり目線も向けていただくと、いうことも

大事だろうと思うとります。 

 そういう観点から、今回ハード面の現状がちょっと出ておりませんで
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したが、ハード面につきまして、市長、教育長にお伺いをしたいと思い

ます。今、施設また道路面等、その関係で今どれぐらいの現状になって

いるか。その辺をちょっとお伺いをしたいと思います。 

○先 川 議 長  前重議員にお尋ねしますが、質問は今（1）でしょうか。（2）でしょ

うか。 

○前 重 議 員  （1）の中で現状ということで。 

○先 川 議 長  わかりました。（1）の中の現状についての、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ハード面等のお話でございますけれども、確かにあそこへ行っても観

客席がなかったり、ほかな施設も不足しとったりするんで、できれば市

民の方々に見るような、高級なもんでなくていいですから、そういう施

設も要るんじゃないかと思ってます。これは検討していかないといけな

いですけれども。 

 こういうようなことをしないと、せっかくサッカー公園あって、誘導

していってもらっても、遠くから見てもろうたりなんかなるんで、こう

いう仕組みづくりはこれからも考えていかにゃいけんと思ってますんで、

御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  現状の件で、そういう形の話をいただきましたんで、今の課題の中へ

ちょっと私も踏み込んだ話で、ハード面と課題のほうへ次の質問のほう

へ入らせていただきます。 

 今のハード面、ソフト面の課題につきまして、再度、市長、教育長に

伺いたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづく

りにおける、ハード面、並びにソフト面の課題」についての御質問にお

答えします。 

 ハード面については、昨年度末に設定されました、安芸高田市まちづ

くり委員会第2小委員会による、地域資源の有効活用に関する提言書で

も御指摘をいただいているとおり、吉田サッカー公園の収容人数を拡大

できる施設整備や施設内容の充実等、とりわけ人工芝の改修、観覧席等

の整備は最大の課題であると考えております。 

 また、ソフト面につきましては、サンフレッチェ広島安芸高田市スポ

ンサードゲーム等の取り組みはするものの、サンフレッチェ広島、そし

てサッカー競技に対する市民の愛着や、応援意識の醸成の拡大をしてい

くことが必要であると考えておりますので、御理解を賜りますようお願

いします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 
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○永井教育長  ただいまの「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづく

りにおけるハード面並びにソフト面の課題」についての御質問にお答え

をいたします。 

 吉田サッカー公園を管轄する教育員会といたしましては、何と言いま

しても、施設の老朽化が大きな課題であると考えております。 

 トップチームの練習場であります天然芝コートが管理上限界を迎えつ

つあること、またユース選手が利用している人工芝コートの改修は、と

りわけ喫緊の課題であると受けとめているところでございます。 

 また、ソフト面における課題としましては、マザータウンならではの

事業として、トップアスリートと市民の身近なふれあいや、小中学校の

スポーツ振興につながるような、事業の検討、さらにはトップアスリー

トの活躍を市民のスポーツ活動への意欲の高まりや、レベルの向上にい

かに結びつけられるか。 

 こういったことが大きな課題だと考えております。 

 したがいまして、今後におきましては、市民が生涯にわたって、運動

に親しみ、健康の保持増進を図るような、そういう取り組みへのサンフ

レッチェ広島の有効活用、このあたりがソフト面における課題でもある

というふうに考えておるところでございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  まず市長のほうから答弁いただきました。 

 一つ、このまちづくりの小委員会のほうからですね。提言があった中

での形の課題ということで、御説明いたしました中で、やはり課題の中

では、安芸高田市の花のあじさいですよね。このあじさいと市の木の桜、

この辺の利用と言いましょうか。その辺がやっぱり、周りにないんじゃ

ないかなと、いうことをお話を聞いております。 

 そうしたものを、やはりどこかに市のためであれば、そうしたものも

置いとかないと、せっかくの安芸高田市の目玉のサッカー公園がどうな

んかなということもありますので、その辺の課題につきまして、市長の

ほう認識はされておりますか。御確認をさせていただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な御提言でございまして、大切なことと思います。 

 例えば、うちの市の花があじさいがあるとかですね、いうのが大事だ

と思います。 

 我々も思考を変えて、例えば、赤ちゃんが生まれたら植えてもらうと

か、結婚されたら植えてもらうとかですね。こういう思考がこれまで以

上にいるんじゃないかと。そういうことを組み合わせながら、サッカー

公園が幅のあるものになるんでないかと思っておりますんで、御理解を

賜りたいと思います。こういうことは、また挑戦していきたいと思いま

す。 
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○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  この辺は、市の木、市の花ということで、どう言うんですか。地域振

興会の連絡協議会の中では、今もいろいろと地域におきましても、花い

っぱい運動とかやられとるのがありますので、そうしたところをうまく

活用していただきながら、吉田町に限ったことではありません。高宮で

も美土里でも、そうした位置づけもあると思いますので、そうしたとこ

ろも含めて、取り組んでいただければと思います。 

 やはり、今、市場宮之城線というのが、前回同僚議員からありました

が、この辺も今サンフレッチェ通りという名称で言われてる市民の方も

おられますよね。そうしたところも含めて、やはり地元のそういうメイ

ン通りは、サンフレッチェ通りとかいった名称に命名してもいいんじゃ

ないかっていうのも課題じゃないかと、1点は考えます。 

 そうしたところに、今、市長言われるように、そういう木、花、市の

花を植えるのも一つの方法と思いますので、今生まれた子供さんのため

の祝いの木とか、結婚の記念の木とかいったものも大事なのかなと考え

ます。 

 それと、あと、教育長のほうからありましたように、今指導者等おら

れる中で、まだまだそういう課題の中でサポーターの方がおられますよ

ね。ファンクラブ、そうした方々のファンクラブのサポーターの、そう

したおもてなしのほうが、この辺、観光のほうにもとられるし、やはり

そういう指導者等も含めて、そういう子供さんをお連れになったときの

方々に対してのおもてなし等が、まだまだ私は不十分ではないかなと思

うとります。 

 今言われたように、施設の中、人工芝、これも平成22年に人工芝のや

りかえをしていただいておりますよね。それ以前が平成15年、7年を経

過して、人工芝の張りかえをしていただきました。平成22年から令和元

年ですから、9年近くなるということで、今サンフレッチェのトップ選

手と言いましても、ユースの選手のほうから、監督のほうからも、この

前、市長のほうにも要望行ったときにも話があったんですが、やはりひ

ざ等に何がしか、やはりオスグットとかですね、いろんなやっぱりどう

言いましょう、下床と言いましょうか。床がかたくなってきて、そこら

辺でやはり足腰にやはり傷害が起きてるということも聞いております。 

 それとあと、雨が降ったりなんかするときに、やはり芝が浮いてくる

と。人工芝が特にセンターラインですね。中央部分と、ゴールキーパー

の部分があるわけですが、その辺がやはり浮いてくるということであり

ます。 

 その辺に対しまして、いち早い対応ということで、今投げかけておる

んですが、そこら辺の対応について、教育長にお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 
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○永井教育長  ただいま、大きく2点御質問があったかと思います。 

 1点目のサポーター等の方にかかわっての、おもてなしということで

ございますが、議員御承知のように、このあたりは、教育委員会だけで

取り組むということについては、多少困難性がありますので、関係部局

等と連携をとりながら、いずれにしても今十分でないということについ

ては、課題というふうに受けとめておりますので、対応してまいりたい

というふうに考えておるところでございます。 

 もう1点のとりわけユースが利用する人工芝の改修ということについ

てでございますが、2月1日だったかと思いますが、サンフレッチェユー

スのほうから、監督の方も同席をされて、市長のほうへの要望がありま

した。この間、市長、副市長あたりからも、国レベルの補助金等も研究

しながら、当然前向きに考えていくようにという指示もいただいており

ます。 

 特に、沢田監督からの要望の中で、選手がひざ等を中心としたけがを

してしまうと。選手同士がぶつかったりどうとかいうことではなくて、

芝の老朽化による疲労からくるけがということを非常に心配しておると

いうこともありましたので、現在教育委員会の内部でも早急にこのこと

に対する取り組みを協議をしておるところでございます。 

 何としても、改修ということに取り組みを進めていきたいというふう

に考えております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今教育長のほうから話ありましたように、この辺早い段階で対応でき

れば、その辺も含めて検討、言うか動きをしていただければと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 サンフレッチェ広島トップ選手、ユース選手の公開練習、公式試合等、

多くの来場者がサッカー公園等へ足を運ぶ中で、これからの市の対応、

計画等について、以下の内容について、市長、教育長に伺います。 

 まず、1点目といたしまして、スポーツ振興におけるまちづくりにつ

きまして、お伺いするものであります。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづく

りにおける、今後の観光振興におけるまちづくり」についての御質問に

お答えします。 

 新たなスタジアムが広島市中区の中央公園に整備をされれば、県民の

サンフレッチェ広島に対する関心度、人気が相当高くなるものと期待を

しております。 

 そのため、スポンサードゲームの継続開催を初め、道の駅でのサンフ

レッチェ広島関連商品の販売や、先ほどの提言書にもあるように、吉田

サッカー公園へのサンフレッチェ広島の練習を目当てに来られる多くの



149 

観光客に対し、観覧席の整備や同公園での飲食、物販など、快適な滞在

環境を提供し、また田んぼアートや道の駅などのお立ち寄りを促進し、

観光周遊効果が得られるよう、取り組んでいきたいと考えております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの「サンフレッチェ広島のマザータウンを生かしたまちづく

りにおける、今後のスポーツ振興におけるまちづくり」についての御質

問にお答えをいたします。 

 先ほど、ハード面での課題として、施設の老朽化、とりわけ人工芝コ

ートの改修は喫緊の課題であると認識していることについて答弁をさせ

ていただきました。 

 一方、管理棟の建物そのものも改修の時期がきているということを考

えれば、このサッカー公園そのものを本市のスポーツ振興上、どのよう

な位置づけにするのか。また、そのことと関連した、まちづくりを考え

ていくのか。さらには、どのような充実した、今以上の機能を持たせる

のか。といったような、トータル的な視点からの整理をする必要がある

のではないかというふうに考えております。 

 当面は、議員からの御指摘もありましたが、観客席や売店等の課題や

イベント時の交通普段の確保の課題等に対し、検討を行うことも必要だ

と考えております。 

 いずれにしましても、将来的には、繰り返しになりますが、スポーツ

振興という観点からだけではなく、まちづくりや観光の側面からどのよ

うな役割や機能を持たせるか、行政全体で総合的に検討すべき課題であ

るというふうに考えておるところでございます。 

 よろしくお願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  今、市長、教育長のほうから、ちょっと私のほうが質問が観光振興の

面からいうのをちょっと言い忘れておりましたので、その辺も含めて市

長のほうから回答いただきました。 

 それで今、観光振興、スポーツ振興の面から出た内容の中で、まず同

僚議員から、きょうもありましたし、その前にも、前日にもあったんで

すが、計画等がまず入ってくるのかなと思うわけですね。スポーツ振興

計画が、これが平成21年から30年ということで、多分次へ向けて動いて

おられると思うんですが、その辺と今、教育長が言われたように、今こ

の27年から31年にかけての第2次安芸高田市観光振興計画もこれからつ

なげていくと。次へ向けてですね。そこのマッチングですよね。そこを

今のサンフレッチェ広島、きょうはそこを中心に具体的に話をさせても

らうんですが。 

 そういう観光周遊と今のスポーツ振興、そこら辺をこの両面で考えて
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いかれるのかどうか。そこら辺はだからもう単体で、スポーツ振興計画

は計画で、もう策定しますよと。観光振興は観光振興で、そうしたとこ

ろへ同じように、サンフレッチェも位置づけて入っていくという形で理

解させていただいていいのか、そこら辺をまず伺いたいと。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  議員の御質問でございますが、観光周遊というふうな点からは、いわ

ゆるサッカー公園も当然この中に入っていくべきだというふうに考えて

おります。 

 一方、スポーツ振興ということにつきましては、平成30年度末で一応

の計画は終わりましたので、これから具体的な整理に取りかかることに

しておりますが、スポーツ振興の中に、観光の視点を取り入れていくと

いうことは、現段階では考えておりません。 

 要するに、スポーツ振興ということになりますと、もちろんハード面

も当然ありますが、基本的には先ほども申しましたように、市民の皆さ

んが生涯にわたって、スポーツに興味、関心を持ち、それに取り組み、

健康の保持、増進を図っていくということに力点を置きたいというふう

に考えておりまして、そのあたりからスポーツ振興には観光の側面は現

在のところ入れる予定にないということでございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  スポーツ振興につきましては、生涯スポーツということで今お話を聞

きましたんで、これにつきましては、一つ今回の計画にできれば入れて

いただければどうかなと思うんですが。生涯スポーツで今この前、生涯

学習課長さんには資料提供させていただいとったんですが。 

 今ファンクラブを中心にウオーキングサッカーと。歩くサッカーです

よね。これをどんどんと広めておられるのが多くなってきております。

Ｆａｃｅｂｏｏｋ等でウオーキングサッカーで調べていただければわか

ると思うんですが。これはみんなでプレーと。みんなで言うのが、これ

8人制です。8人制で、5分ないし6分のゲームでございます。歩くという

ことが大前提で、笑顔で楽しく、全員歩いて、相手にプレーをというこ

とで、前を塞ぐだけということと、接触しない。キックはごろで。キッ

クには思いやりをといった体験会と言いましょうか。この辺もサッカー

公園で今2回ぐらい利用されて行っているという情報が入ってきており

ますので、できましたら、今回のそういう生涯スポーツの中にも、今グ

ラウンドゴルフとか、いろんな形での高齢者等がそういう機会が多くな

ってまいりますので、今後そうした、安芸高田市におられますファンク

ラブも含めて、そういうトップ選手の形での応援のファンクラブ、ユー

スも同じです。 

 そうしたところを含めて、若い方から、老若男女できるスポーツであ

りますので、そうしたところを取り入れて、何とか普及を図っていただ
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ければと思うんですが、その辺について、まず1点お伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの生涯スポーツにおけるウオーキングサッカー等、本市のス

ポーツ振興の中に位置づけてはどうかということでございますが、ウオ

ーキングサッカーのみならず、近年、ニュースポーツといったような形

で、さまざま、これまで取り組まれていなかったようなスポーツも出て

きております。 

 このあたり、どこまで組み込めるかということについては、まだはっ

きりしないところもありますが、前向きに検討させていただきたいとい

うふうに考えております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  この辺を前向きに検討するということでございましたんで、ひとつそ

の計画の片隅ではありますが、入れていただければよろしいかと思いま

す。 

 言うのは、市長この今のファンの方がわざわざ黒瀬からこちらに定住

してきていただいた形がございます。年配の方でございますが、お二人

とも空いた家にお住まいいただいて、今サッカー公園に、わずかな時間

ですが、働きに行かれとります。普通は、ずっとサンフレッチェの応援

に行っておられます。御主人のほうはまだお仕事があられるということ

で、奥さんのほうがそうした形で本当のファンクラブの方が、こういう

安芸高田市に住んでいただいとるいうことを、まずもって市長のほうに

お知らせをしときますので、また機会がありましたらお話をしていただ

ければと思います。 

 いろいろとファンクラブの方でございますんで、そこから波がたっと

るわけですよね。もう全国に。Ｆａｃｅｂｏｏｋを使って、安芸高田市

の今の状況を発信していただいております。いろんな面でやっていただ

いておりますので、この辺はうまく活用するべきではないかなと、私は

考えますので、その辺をまた教育長らも、サッカー公園へ出向いてもら

えば、おられますのでお話を聞いていただければと思います。 

 あと、市長、今回の総合計画等もこれから見直しが入ってくるわけな

んですが、そうした、これはサンフレッチェに特化した形で、私もちょ

っとお願いなりするんですが、今生かしたまちづくりの挑戦という中で、

先ほど同僚議員からありましたように、安芸高田市の宝を磨くといった

中に、歴史、伝統文化、トップスポーツ、観光交流といった分野に政策

いうことが出とります。 

 そうした中では、トップスポーツ等地域の宝に磨きをかけるといった

言葉も出とりますし、取り組みを推進し、多様な受け皿の充実を図ると

いった形で、今市長さんが言われたように、スポンサードゲーム、必勝

祈願、サンフレユースの送る会とか、いろんなやっていただいておりま
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す。 

 そういう、やはり現実、特に今ユースのメンバーなんですが、これ今

日本の高校ナンバー1を決めるプレミアリーグといったものがあるわけ

ですが、そこに今試合を臨んでおります。ホームアンドアウエーで吉田

サッカー公園に来たり、相手方のチームに行ったりするわけですが。 

 そこで市長、今ユースがユニフォームに安芸高田市といったロゴをず

っと入れてくれとるんですよね。ユニフォームへ。これずっと昔から何

年か5年ぐらい継続してるのかな。やってくれております。 

 そこで提案なんですが、そうした安芸高田市のトップのチームにおけ

るユースチームが今ほとんどガンバとかエスパルス、遠方でエスパルス

と名古屋グランパスなんか行くわけですが、そうしたチームの地元にあ

ります市町、そういう自治体との姉妹都市といったものはできないもの

なのか。その辺をちょっと伺うわけなんですが、どうなんでしょうかね。

その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  姉妹都市ということになると、不特定多数なんで、それは不可能と思

いますけれども、それに似たような、例えば関係持つことはいいと思い

ます。 

 私もかれこれ、サッカーというんじゃなしに、ユースせっかくおるん

だから、これ関係人口として生かさんにゃいけんのですよ。 

 このたび、八千代の丘で、絵をかいてから、美術館に飾るいうたでし

ょ。同じようなことをやっぱり痕跡を残しとかにゃいけんと。何もない

んですよ、今。これからはもう。そのような設備投資がいると思うんで

す。そうしないと、せっかくよそから来た人が、第2の故郷として、関

係人口になってもらわにゃいけんと。これは、そういうことをしっかり

としていくことが大事かと思ってます。 

 それで、もう一つは、サンフレッチェさん、こういうこと知っとかに

ゃいけんというのは、これ安芸高田市ありきじゃないんですよ。わしが

町長時代に来てもろうとるだけであってね。サンフレッチェさんは大野

のほうがええと言ってるんですよ。わかります、雪がないから。 

 だから、こっち来てもただ、毛利元就だけで来てもらっとるだけです

からね。このところをサンフレッチェの方々とギブアンドテイクの世界

をつくっとかんと。絵にかいた餅になると、逃げられちゃうと。 

 管理費を、今4,500万もらってます。市町がつくった施設の中で、管

理費を4,500万もらうとこは、広島県だけですよ。こういうことも大事

にしながら、していかにゃいけんと。向こうの言い分も聞きながら、ユ

ースのこれからの発展を聞きながら、こういうことを考えていきたいと。 

 今御提案のユースを大事にしたいということは、こういう意味ではや

っぱりしていかにゃいけんと思います。あそこへ行ったら、ちゃんとう

ちのユースを大事にしてくれるんだと。幸い、地元の方々は、交流持っ
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ていただいとりますけれども、そうじゃなしに、行政も積極的に、ユー

スが活躍した、高円宮杯で、優勝したとかね、この痕跡をちゃんと残す

ことがサンフレの効用になるんじゃないかと思ってますんで、御理解を

賜りたいと思います。 

 これは、なかなかサンフレッチェのことわからん人が、また多いんで、

このことはしっかりと訴えていかにゃいけんと。非常にこれは市に財政

負担をかけてるチームじゃないということで御理解してもらいたいと思

います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  市長のそういう前向きな姿勢をしっかりと出していっていただきたい

と思うんですよね。 

 今ユースの子たちの話をさせてもらったんですが、今35名ぐらい寮に

おります。そのトップに今現段階結構入っていっておりますよね。そう

いう形の育成組織チーム、そういう地域支援型のチームを目指すという

ことで、やっていただいとるわけですが。 

 あと市長、今までの議員からトップ選手のインバウンド効果とかいっ

た話も出ました。今どうかわかりませんが、出てないんですが、タイ出

身のティーラシンいう選手おりましたよね。この選手に会いたくて、わ

ざわざタイからこちらに来るわけですよ。この効果といったものは、今

北海道の札幌にチームございます。そのチームに同じようなタイ出身の

選手がいるわけです。そこに向けてインバウンド効果で来ていると。い

うことはあるんですが、そうした形の中でああいう社長同士で市長がお

会いする中で、ぜひそういう、タイの方々をこっちに来させてみる形と

かできないものなのか。その辺はどうでしょうかね。お伺いしたいと思

います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  貴重な提言なんですけれども、口では言えるけれども、なかなか実現

が難しいこともあります。 

 ただ、今私がサンフレッチェと交渉してるのは、うちのスポンサード

ゲームがありますよね。この中で、例えば1,500人ですけれども、今の

インバウンドの方には、非常に負担が高いんですよ。うちは3,000円も

らってるけれどもね、彼らの3,000円言うたら、一桁違うと思って間違

いない。だから、せっかく今交渉してるのは、空いてるじゃないですか。

スタジアムが。そこのところは、憂慮してもらえんかということはお願

いしてます。 

 これはそのことによって、ちゃんとうちも多分化共生やってるわけで

すから、この近く、安芸高田市に限らず、この近辺の外国人の方々に、

サッカーを見てもらうということは、非常にうちのまちづくりにかかわ

ると思うんですよ。これは、非常に多いです。うちに限らず。ブラジル
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もサッカーが何だけれども。 

 ただ困るんが、勝手にスポンサードゲームやっても、勝手に3,000円

でやってもですね。全然国の感覚に合わんということなんですよ。だか

ら、そういうことをせっかくやるんだったら、そういうことの調整が開

けるように今交渉してますけれども、なかなかサンフレッチェがうんっ

て言うてくれん。私が、空いてるんだからただにせえって言ってるから。 

 だけど、こういうことをしっかりやっていかないと、ただ来てくれと

か、て言うのはお金が要りますよ。そういうおもてなしの心を持つうえ

で、ちゃんと外国人のインバウンドについてもいくんじゃないかと思っ

てます。 

 幸い、選手がタイ出身ですから。この選手がおる言うたら、大分行く

のがおるかもわからん。それはしっかりこれも考えていきたいと思いま

す。これ多文化共生の一環として、これも考えていきたいと思いますの

で、御理解をしてもらいたいです。ただ、約束はできません。まだ交渉

中ですから。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  市長、社長同士、会う機会は結構あろうかと思いますんで、ぜひその

辺をしっかり話をしていただきまして、そのインバウンド効果がまずは

エディオンスタジアムからこちらのサッカー公園に流れができるような

仕組みをつくって、私たちもサッカー協会として、やはりそういう県の

サッカー協会にも提言をしていきたいと思います。 

 あと、ちょっとこれは教育長、市長にもかかわる形になるかと思うん

ですが、これもまちづくりへ向けての話になりますが。 

 来年から、中学校の総合体育大会、これがなくなってまいりますよね。

だから、今の子供たちがやるスポーツが、大会等が少なくなってくると。

これはサッカーに限らずですね。出てくるわけですね。 

 そうした中で、今サッカーだけでこだわるわけではないんですが、そ

うしたことを含め、今安芸高田市としては、ほかのそういう大会等、ど

う考えておられるか。若干教育長、並びに市長のほうにこの辺は、御存

じだろうと思いますので、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  議員御指摘の中学校の県の総合体育大会、県総体と呼んでおりました

が、これが近年のいわゆる指導者不足、あるいは学校の働き方改革、生

徒の減少等々によって、来年度から廃止ということにもう決定がなされ

ました。 

 それを受けまして、これまで数回、中学校の校長会と協議をしてきて

おるところでございます。安芸高田市で言いましたら、県の総体に向け

て、例えば陸上でしたら、先般終わりましたが、三次市の陸上競技場を

お借りして、予選を兼ねた市陸、市陸というふうに呼んでおりますが、
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安芸高田市の陸上競技大会というのも実施しておりました。 

 これも、県の大会がなくなるということで、来年度以降、実施という

ことについては、非常に課題が出てきておるというのも現実でございま

す。したがいまいて、議員御指摘の何かかわる方法ということでござい

ますが、これにつきましては、安芸高田市だけで、考えるということも

非常に難しい点がございますので、現在、山県郡、安芸高田市と、何だ

かそれにかわる方法がとれないかということを協議をしてきております。 

 ここらが、もう少し先が見えてきましたら、市長のほうにも報告なり

相談をさせていただこうというふうには、考えておりますが、現状では

まだ協議中ということで、ちょっとまだ方向性も見えてないということ

で御理解をいただければというふうに思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 引き続き、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  国の方向というのは変わってくることはあるんですけれども、まず一

番頑張らないといけないのは、安芸高田市なんですよ。うちは合併の寄

せ集めなんですよ。剣道大会も3カ所も4カ所もやってるの御存じ。まず

ですね、ちゃんと一つになって、ちゃんとしたカップをつけて、グレー

ドのあるものにして、よそから来てもろうて、そこからスタートですよ。

うちがバラバラじゃ、こがなもん、誰も相手にせんですよね。と思いま

す。 

 ここらはしっかり整理していかにゃいけん。合併の性格上、各町の意

思を皆生かした結果こうなったんですけれども。そろそろ安芸高田市の

スポーツとして、ちゃんといろんなカップでもつくって、よそから来て

もらえる仕組みをつくってかにゃいけんと。 

 幸い、各町はやっとてんですよ。甲田町、高宮町は。だから、そがな

地元のエゴじゃなしに、市としてちゃんとした体系をつくることによっ

て、ちゃんとしたまた挑戦もできると。国がやらんかったら、うちのほ

うでも大会できるということなんで。そういうことを目指していきたい

と思いますんで、御理解してもらいたいと思います。 

 それまでには、まだ寄せ集めですから、合併から全然変わってないで

す。そこらの意識改革は要ると思いますので、御承知してください。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  ぜひ、これはスポンサーを募って、大会で今そういうトロフィーとか、

賞状も含めて、そういったもんが出てくるわけですが、教育長そこら辺

も市長と一緒になって、安芸高田、山県で考えておられるんであれば、

その辺もいいと思います。 

 ただ、私は、やはりこの今安芸高田市にはれっきとしたトップアスリ

ート、湧永、サンフレッチェ広島、この2チームあるわけですから、こ

こをしっかりとスポンサーに加えて、ほかの民間企業もおられますよ。
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やっぱりこれが広島県の大会の位置図となるような、スポーツを仕掛け

ていく。これ、スポーツ振興計画これから作成してもらえるので、その

辺も含めて計画に位置づけをしていただければ、私はちょうどいい機会

だろうと考えますが、その辺につきまして、お伺いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの議員の御提案でございますが、今国の流れ、学校現場とい

うのはもうブラック企業だという言葉が盛んに使われるように、教員の

時間外勤務というのが月100時間を超えるのが当たり前というようなこ

とになって、ついに国のほうが月45時間以内におさめるようにというこ

との通達がまいりました。45時間以内にまとめるというのは、至難のわ

ざでございます。 

 そういった中で、特に中学校の部活動あたりは、これまで学校が担っ

て来ておったものを、やはり部活動指導員という制度ができましたよう

に、その専門の方にゆだねていくという方向性がこれからどんどん加速

してくるというふうに予想しております。 

 そういった中で、学校の教員におんぶにだっこの新たな大会をつくる

というのは、非常に困難性があると思いますので、そのあたり、さまざ

まな角度から知恵を出しながら、いずれにしましても、子供たちの意欲

が大会がなくなるということで、減退するということは何としても防が

なければいけないというふうに考えておりますので、少し時間をいただ

いて、検討してまいりたいというふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  わかりました。この辺は、確かに、先生方の御努力がすごく見えます。

ブラック企業といわれるのもへこさかじゃないかなと。まだまだ夜遅く

まで電気ついとりますので、大変な時期だろうと思いますが、そこら辺

はしっかりと御協議なさっていただきまして、子供たちはしっかりと楽

しみたい。やっぱり目指すところは、やっぱり持ってると思うんですよ

ね。そうしたところは明かりを消すと、やはり文化部、そうしたところ

に流れていくかんじゃないかなと思いますので、しっかりとその辺は協

議をいただいて、そういう計画に位置づけができるものであれば、やっ

ていただきたいと思います。 

 市長には、最後に、今これからずっとありました、道の駅・田んぼア

ート、この辺、今そういう田んぼを有効活用して、サンフレッチェ広島

に来られて、田植えもしていただいとるとかですね。稲刈り、またサン

フレッチェ米とか、そういう、どう言いましょうか。今宝がどんどんど

んどん生まれてきておりますが、今後、市として、そうしたところへサ

ンフレッチェのトップチームも実質問題、話をして時間があればやって

もらいたいと思うんですが、そういう観光の面からトップなんかがそう
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いうところに出ていただいて、やっていただくいうのもフェスティバル、

スポンサードゲームも大事だと思うんですけれども、そういうところを

最後1点どういうお考えを持っておられるか。お聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  サンフレッチェの選手に来てもらって、一回サッカーフェスやるのは

簡単なんですけれども、それで終わっちゃうんですよね。もう。それじ

ゃ困るんで、まちづくりとしてこれをいかに使っていくのかが課題です

よ。八千代の四季の丘にしても、いろんな施設がある。 

 これは、やっぱり、うちの関係人口をふやす方向でちゃんともってい

かにゃいかんですよ。だから、さっき言うたように、ユースがおるんだ

ったら、ユースの人がここへ来て、戻ってもらえるように、来た人がも

う一回来てみたいというように、ついでに今度はうちへ住みたいという、

プロセスが要ると思うんですよね。 

 やっぱりこれからのまちづくりでやってるわけですから、サンフレッ

チェのいろいろこうショーみたいとかいうのもやりますけれども、もと

もとは根源は、私の考え方は関係人口をふやすということです。ここに

向かって、設備投資をしていきたいということです。 

 だから、ユースの方々の痕跡を残すということは、これは、非常に大

きな課題と思っております。御理解してください。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 前重昌敬君。 

○前 重 議 員  私のほうが、そのユースの形について、市長しっかりとお話をしてい

ただきましたんで。今ユースも大会のほうをしっかりと頑張ってくれと

ります。 

 今の吉田高校の校長先生にお聞きしましたら、生徒たちは目標に向か

ってやろうとする意思が、頭はあるんだと。しかし、そこまでは無理し

てやらなくてもいいという、なんか気持ちが聞こえると、思うと。いろ

んな先生方から聞きました。 

 やはり、そういうどう言うんですか、トップ選手がユースにいる中で、

在校生、ほかの生徒たちがそこを目指してやってくれればいいんだが、

そうしたことがまだまだ今の中ではそこまでやらなくても、自分は望み

はしないと、いうことをお聞きしました。 

 そういう思いを受けて、やはり今市長言われるように、そういう関係

人口をふやしていこう思うたら、そういう同期の生徒たちもおるわけで

すから、そうしたところへ向けて、しっかりと関係人口の中で、やはり

10年経ったときには話ができるようなシステムができたらいいなと考え

ます。 

 しっかりと、市長、ユースの試合には、一遍サッカー公園に見に行っ

てみちゃってください。多分、年間で何回かは行かれとると思いますが、

特にプレミアリーグの最終節、サッカー公園、昨年テレビ中継もしまし
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たが、そこで結構お客さん来ておられますし、初めて中継をしていただ

いたという効果もありますので、ぜひ今後またそういう機会があろうか

と思いますので、そういう時間があれば、一遍見に来ていただいて、選

手たちが一生懸命やってる姿を応援してやっていただければと思います。 

 いうことで、最後に市長思いがありましたら、お伺いして、私の質問

を終えさせていただきます。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このサンフレッチェがマザータウンがあるいうことは、並大抵のこと

じゃないんですよ。広島県でここだけなんですよ。これを市民意識せに

ゃいけん。 

 このことをしっかり生かすことも考えにゃいかんということですね。

だから、私はこれはよその町に誇れることなんだ、と思ってます。 

 ただ、サッカーのわからんような者が、これ何か、要るんかというよ

うなことが多いんで、そうじゃなしに、このことを誇れることをしっか

りこれからもまちづくりに生かしていくんだという執念で、これからも

サンフレッチェを守っていきたいと思います。 

 そのためには、御指摘のように、やってる姿もしっかり見ながら、や

っていきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

○前 重 議 員  終わります。 

○先 川 議 長  以上で、前重昌敬君の質問を終わります。 

 この際、14時10分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時５６分 休憩 

午後 ２時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  13番、秋田雅朝でございます。 

 通告書に基づき、大枠3点についてお伺いいたします。 

 まず、1点目でございます。 

 健康寿命の延伸の取り組みについてということでございます。 

 先日の安芸高田市国民健康保険運営協議会において、健康寿命の延伸

について説明がございました。平成22年度と25年度の比較では、平均寿

命の年齢がマイナスとなっており、という説明で、性別で男性のほうが

平成22年度は78.44、それが平成25年度は77.97のマイナス0.47、それか

ら女性のほうが平成22年度が85.83が平成25年度は83.91ということで、

マイナス1.92という説明をいただきました。 
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 このことを受けて、委員の方より、「健康寿命を上げるために何か事

業を立ち上げては。」これは「施策を立ち上げては。」という提案がご

ざいました。 

 一方、国では、令和元年度厚生労働省予算における重点事項として、

人生100年時代を見据えた一億総活躍社会の実現を目指し、全世代型社

会保障の基礎強化を図るために、大きくは3項目を基本に、予算措置を

されると承知しています。この中に、質が高く、効率的な保健・医療・

介護の提供という項目があり、その一つに健康寿命の延伸に向けた予

防・健康づくりがあり、予算計上がなされております。 

 こうしたことを踏まえ、国の予算を活用しながら、健康寿命の延伸に

ついて、検討されてはと思うのですが、見解をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「健康寿命の延伸の取り組み」についての御質問にお答え

します。 

 現在、健康寿命の延伸を目指して、市の健康増進計画であります健康

あきたかた21計画に沿って、行政のみでなく、保健・医療・福祉の関係

機関との連携を図り、赤ちゃんからお年寄りまで、全ての市民を対象と

したさまざまな事業を展開しているところでございます。 

 特に、病気の早期発見につながる健診事業では、健診料の助成や巡回

検診車による総合健診、医療機関に委託して人間ドック健診を行うなど、

特定健診の受診率は、県内1位を維持しているところでございます。 

 また、介護予防事業は、市内8つの事業所、42の会場におきまして、

健康教室を実施し、年間延べ2万人余りの市民が参加をしておられます。 

 老人クラブやサロンにおいても、運動教室を実施し、要介護状態へ移

行しないよう、心身の虚弱状態を示すフレイルと呼ばれる状態を予防す

る取り組みもしております。 

 さらに、昨年度からは、入湯による安らぎ効果、人との触れ合いによ

る心の健康づくりを目指して、市内の観光温泉施設等を活用した事業も

展開をしているところであります。 

 現在、実施しているさまざまな事業が、健康寿命の延伸につながると

考えておりますので、今後も本市の健康計画をもとに、本市の実情に合

った健康づくり事業や介護予防事業等を継続して実施していきたいと考

えております。 

 御理解を賜りますようお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁をいただいた中で、いろいろな取り組みを説明いただき

ました。健康あきたかた21であったり、健康教室であったり、あとは習

慣病重症化防止等の対策等にも取り組まれていらっしゃるということで

ございます。それからフレイル予防という話がございました。 
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 まず、この質問をさせていただく上で、まずどうして健康寿命の延伸

が必要なのかということをまず考えてみました。 

 今、人口減少社会の中で、特に世界でも特異な日本の人口推移、この

内容につきましては、21世紀を通して、ほぼ人口減少ペース、及び高齢

化、ともに世界一を示している状況が日本にはございます。 

 また、2025年以降の現役世代の人口が、急減する新たな局面における

課題への対応として、高齢者を初めとして、多様な就労社会参画を促進

し、社会全体の活力を維持していく基盤が必要であり、この課題への処

方箋として、長寿化、健康寿命の延伸を生かし、高齢社会増を変えると

いうことが考えられると認識いたしております。 

 また、先ほど通告で話をさせていただきました、国が言っている、人

生100年時代を見据えた1億総活躍社会の実現では、定年の概念にとらわ

れず、年をとっても働くこと、社会参加すること、すなわち生涯現役と

いう観点が大切であり、その基礎となるのが健康長寿であると私は思っ

ております。 

 こうしたことを踏まえて、健康寿命の延伸の必要性を強く感じている

ところでございます。 

 厚生労働省が言っている健康寿命の延伸に向けた、予防・健康づくり

では、31億円の予算計上を行っており、その内容としては、高齢者の保

健事業と介護予防の市町村における一体的な実施の先行的な取り組みへ

の支援。2つ目といたしまして、生活習慣病の重症化予防、健康受診促

進、重複多剤投薬対策等の先進的なデータヘルス事例の全国展開。それ

から3つ目として、健康寿命の延伸に向けた歯科口腔保健の推進。4つ目

として、食事摂取基準を活用した高齢者のフレイル予防の推進、という

ふうになってございます。 

 高齢者の保健事業、介護予防であったり、生活習慣病、それから歯科

口腔保健の推進は、既に取り組まれているというふうに認識しています

が、先ほどもございましたフレイル予防については、本市ではまだ取り

組みがなされていないのではないかという思いがいたしておりますが、

このことをしっかり検討をしていただければいいのではないかと考える

のですが、再度お伺いします。 

 ちなみに、先ほどございました、フレイルとは、御承知とは思います

が、日本語に訳すと、虚弱とか老衰ということだそうで、フレイル予防

とは、筋肉が減ることで起こる病気の予防ということだそうでございま

す。 

 こうしたことを踏まえた取り組みをしていけばどうかなという思いが

いたしますが、再度お伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 大田雄司君。 

○大田福祉保健部長兼福祉事務所長  フレイル予防の事業につきまして、御説明をさせていただきます。 

 現在、安芸高田市ではサロン事業であったり、運動事業であったり、
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さまざまな運動事業をしております。こういったものから、ある意味体

の筋肉を少しでもつけていただく、100歳体操であったり、そういった

ものを事業として実施をしております。今後も、やはり運動だけではな

く、さまざまな人と触れ合ったり、通いの場、今ありましたけれども、

30年7月1日現在、97カ所のサロンを運営しておりますので、そちらの中

でのさまざまな皆さんとの触れ合い、こういったものにつきまして、こ

の事業を継続してさらに進めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  今、部長のほうから説明いただきました。ある意味、このフレイル予

防にはもう取り組んでいるよということだと思いますが。 

 特にこのフレイル対策について提案をさせていただきました理由の一

つに、2年前の文教厚生常任委員会視察研修で、千葉県の柏市というと

ころに行ってまいりました。柏市では、柏フレイル予防プロジェクト

2025というものを策定され、サロンにおける健康増進の機運づくりとし

て、フレイルチェック等、介護予防事業の一環としてスタートをされ、

フレイル予防の概念のもとに、早期から三位一体、これは栄養と運動と

社会参加ということだということだそうですが、三位一体への包括的ア

プローチにより、いつでも健康で充実した生活を営める健康長寿の町を

目指した取り組みをされているということで、これはある意味先ほどの

プロジェクト等策定をされて取り組まれるとしたら、そこらあたりを参

考にしていただければというふうに思います。 

 ただ、千葉県柏のほうもこの安芸高田市とはちょっと市の状況が違い

まして、かなりの町でございましたんで、ある意味いろんな集まり方が

少し違うのかなという思いをしましたが、いずれにしましても、通告さ

せていただきましたとおり、安芸高田市国民健康運営協議会の委員の方

のほうから、この健康寿命を上げる何かを立ち上げてはということなの

で、そこらあたりを題材的に、取り上げていただきながら取り組みをし

ていただければという思いがいたしますが、再度見解をお伺いいたしま

す。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  柏市の状態を言われましたけれども、安芸高田市はそこに負けんよう

に、もうやっとるわけですから。ただ、健康長寿というのは、長生きば

かりじゃだめですよ。元気で、カラオケとかちゃんと食事もおいしい状

態をつくるということですから。その目標は職員一丸となってます。 

 その成果も出てます。うちは事業長うやってます。だから、そこは評

価してもらいたいと思います。よそがやっとるけえじゃなしに。ただ、

言っていることは、やっぱりこういうような例えば筋肉落ちたり、いわ

ゆるいきいきをやったりすることは大事なことなんで、これからも定期
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的にやっていきたいと。 

 ただ、困るのが、体系的にやりたいんですけれども、区域とか、ちゃ

んとこれを決めんこうにやってるもんだから、バラバラだから、それは

ちゃんとしてやっていきたいと思ってます。 

 このことは、私よく知っていてから多分、14年前かな。もうこれは、

吉田町やってたんですよ、そういうことでもうやってたんですけれども、

安芸高田市になって、まだあのときには介護度が5の状態じゃないとき

から、もうしよったんですよ。これがいかに大事かということですよ。 

 このことを広めることによって、健康寿命またはいろんな心身的に健

全な長生きができると思ってますので、しっかりとこのことは肝に銘じ

てやってますんで、ただ名前がフレイルとか、わけのわからん名前言っ

てますけれども、このことは支援やってますんで、御承知してもらいた

いと。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  早くから取り組まれているということで、理解はさせていただきたい

と思います。 

 ただ、この健康寿命の延伸、本当に高齢化社会になった中で、皆さん

が明るく楽しく暮らしていく、一つの題材としては、いろんな取り組み

がやっぱり必要だということで、行政一丸となって取り組まれているい

うことですが、要は安芸高田市の活性化にもつながるという意味で、御

長寿をしっかり延ばしていただきながら、みんな楽しく生活してほしい

という願いがございまして、この質問をさせていただきました。 

 次の質問に移らさせていただきます。 

 地域循環共生圏の実現に向けた取り組みについて。 

 広報、安芸高田6月号の市長コラムにおいて、地域循環共生圏による

新たな成長の創出というタイトルで、市長は思いを述べられておられま

した。本市では、環境活動施策の幅を広げることにより、よりよい地域

づくりが行えないか等の検討を進めていく必要があります。とのことで、

具体的なことを数項目掲げられ、市を元気にしたいと思っていると述べ

られていることに、私も共感しているところでございます。 

 先般、私も政務活動として、ＳＤＧｓと地域循環共生圏という講演を

聴講し、研修してまいりました。取り組みについて、いろいろと説明を

聞きましたが、本市に置いての有効な活用策は何かということを考える

とき、木質、あるいは森林バイオマス資源の活用が適していて、いいの

ではないかいうふうに私は思うのですが、市長はどのように考えておら

れ、コラムに掲げておられた数項目、何から取り組んでいこうと思われ

ているのか。所見をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「地域循環共生圏の実現に向けた取り組み」についての御
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質問にお答えします。 

 市長コラムに書かせていただいたように、安芸高田市では、地域循環

共生圏の実現に向け、中山間地域の特性を生かし、地域循環が可能な資

源の有効活用を行う仕組みとして、農業や畜産由来の廃棄物のメタン発

酵、生ごみの堆肥化や飼料化、林地残材のチップ燃料化等を組み合わせ

た、低炭素型の循環システムを構築し、これらの資源を地産・地消する

環境ビジネスを創出することで、地域の活性化が可能と考えます。 

 また、ごみ・し尿問題も、地域循環資源として、資源化を進めれば、

環境ビジネスとして雇用も生まれ、地域経済の効果も見込まれると思っ

ております。 

 地域循環共生圏の実現に向けた取り組みは、本市において早急に取り

組むべき課題として、効果的な事業の展開に向け検討を進めてまいりた

いと思っております。 

 この地域循環共生圏という言葉は、これ最初は環境庁が出した言葉な

んです。ただ、環境庁が出したことと言えども、今度は総務省のほうが、

まち・ひと・しごと創生いうのを書いてます。これは地域の国版の人口

減対策です。 

 ただ、今までのように、総務省が出した分じゃなしに、こういう配慮

も入れないと、将来の事業展開はだめですよと、念押してるわけです、

これも考えた分のうちの長期計画に出さんにゃいけんのです、それでな

いと、うちが今度は国に訴えたときに、相手にしてもらえんということ

です。 

 その中で、地域循環共生圏というのを、先ほど木材と言われましたけ

れども、これも安芸高田市に森林ようけあるわけです。これを循環して、

その業ができる仕組みをつくらにゃいけんのです。ただ、木材があるか

らとこれ拾うてから、ストーブにくべたらなくなったじゃ今度は困るん

ですね、だから、そうじゃなしに、山を40等分とかして、40年に1回は

木材でできますよと。だったら、循環してこういう仕組みができますよ

というのが、林野庁の考え方なんですよ。 

 ただ、目の前の掃除をするとかね。これはまた別の課題なんです。じ

ゃけえ、地球温暖化のためには、そういう日本は資源のないところです

から、資源を有効に使わにゃいけんですよという発想なんですね、だか

ら、山のことにしても、いわゆるＣＯ2対策も自動車ばかり頼らんこう

に、山の森林の育つ状況がちゃんと対策になると。これが循環型ですよ

と言ってるわけですから。こういう流れに乗りながら、まちづくりをし

ていきたいと、かように思ってますので。 

 山だけじゃないです。し尿もそうです。ごみでもそうです。本来、ご

み言うたら、これはもう捨てるもんだと。処理屋へ持ってって燃やすん

だと思うてるけれども、そうじゃないと。捨てる前に、ちょっとこれ資

源として活用していこうというのが、循環型です。 

 こういうことを考えていかないと、少ない資源の日本にとっては、非
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常に困るんだということを、今ごろになって国が言いだしたいうことで

す。ただ、これ最近の話なんで、各市の市長さんらもわかっとってんな

いと思うんですけれども、このことをすぐやると言ったらすぐやらんじ

ゃないかとか、皆さん御指摘を受けると思うんですけれども、そうじゃ

なしに、段階的にやっていかにゃいかんということです。できるものか

ら資源化していくとかですね。 

 最終的には、もうごみ処理ができん社会をつくっていくと。ごみを全

部資源だと、いうことにしていかにゃいけんということで、よろしくお

願いします。 

 この地域循環型の共生圏の中には、ちゃんとこれをうたっております。

今までの行政が考えんかったことを考えなさいということです。今まで

の考え全部捨てて、そういうことなんで。し尿処理もそうです。これし

尿として、迷惑施設と言いよったのを、ちゃんとここから発生するメタ

ンとかいろんな水素ガスというものを、車の燃料に使いましょうとかい

うことです。 

 ここに我々も挑戦していきたいと思うんですけれども、また皆さん方

から、言うたのにやらんじゃないかと言われても困るんで、ちょっと段

階的にいうことで御理解してもらいたいと思います。これ大事なことで

す。これ全国的に動くようになる。 

 今までのうちの長期計画というのは、こういうこと踏まえていかにゃ

いけんのですよ、もう。既に。よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  市長のほうから、いろいろと今の説明等、また思い等も、改めてお伺

いしたような気がいたします。 

 私は、木質・森林バイオマスということで、今出させていただきまし

たが、市長おっしゃるように、また言うた、やらんかったじゃないかい

う、そういうことじゃなくて、とてもじゃないけれども、この地域循環

共生圏というのは、1年、2年でできるようなものではないと。それは先

ほども市長ございました。 

 一応私も研修をしてきた中で、改めて研修をして帰って市長のコラム

が出て、何か共通の話題の中で、ものが考えられるということで、少し

喜びを感じた部分もございまして、今回この質問をさせていただきまし

た。 

 ほとんど市長コラムには書いてあるんですが、研修した内容を少し話

をさせていただきます。 

 地球環境容量の限界とＳＤＧｓというタイトルで、その研修のテーマ

が始まって、人類は豊かに生存し続けるための、基盤となる地球環境は

限界に達しているとおっしゃったように、面もあり、このままでは世界

が立ち行かないという国際社会の強い危機感も背景に、2015年9月国連

持続可能な開発サミットで、持続可能な開発目標、ＳＤＧｓはこれサス
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テナブル・ディベロップメント・ゴールズという英語の略だそうですが、

これが採択され、世界を変えるための17の目標を掲げて取り組んでおら

れると。環境省がつくられたと。このことが市長コラム、市長全部書い

ていらっしゃいます。 

 この中に、第5次環境基本計画の基本方向性の中で、目指すべき社会

の姿として地域循環共生圏の創造を掲げて、その地域循環共生圏とは各

地域がその特性を生かした強みを発揮し、地域資源を生かし、自立分散

型の社会を形成することと説明を受けたんですけれども、まさしくこの

ことも市長コラムにきちんと書いておられます。 

 その研修先では、その取り組み事例等の説明がございました。私も木

質、あるいは森林バイオマスのほうを提案させていただいた関係で、そ

このところの取り組みの事例を2、3話をさせていただきますと、豊富な

地域経済循環を考える事例として、北海道の下川町の例が豊富な森林資

源の活用ということで、地域に豊富な森林バイオマスを活用し、町全体

の熱エネルギー、需要の約半分を自給、そして節約した燃料費を子育て

支援に活用し、森林バイオマスの活用により、地域内循環、経済循環が

拡大したということを事例として受けましたし、再生可能エネルギーに

よる地域活性化という中の事例では、100年の森によるちいきづくりと

いうことで、お隣の岡山県西粟倉村で、ここでは100年の森林構想を想

定し、森林バイオマスの活用等を進め、地域資源を生かした取り組みに

より、2008年以降30社が起業し、人口の社会増を達成したという報告が

ございました。 

 これは、例でございますんで、一概には言えませんが、こうしたこと

が各地域の特性を生かしたその強みを発揮して、地域資源を生かした社

会の形成につながっていると、いうことが考えられるというふうに思い

ます。 

 私が本市での取り組みに適しているのは、市長コラムにも掲げておら

れましたけれども、過去においても同僚議員からの提案もございました

が、バイオマス資源の活用を、時間をかけて検討していただければ、と

いう思いで、質問をさせていただいております。 

 本市においても、森林整備は喫緊の課題であるというふうに、前々か

ら思われておりますし、その取り組みが大切だという思いで、これまで

もいろいろと行政のほうも取り組みをなされたというふうに思います。 

 ちょっと長々と自分の視察の話をさせていただきましたが、要は、地

域に還元できるこのシステムが地域循環共生圏の実現に向けた一つの取

り組みになるということで、ごみのことについては、先ほど芦田議員の

ときに、もう説明もしっかりされましたし、取り組まれているというこ

となので、改めて木質のほうも検討していただければ、また、そのこと

で市の活性化につながることを強く望むんですが。 

 再度答弁は、先ほどしていただいたと思うんですが、もう一度お願い

したいと思います。 
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○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私はこのことに非常に、興味がありまして、土木とか農林とかあるん

だけれども、全部横へ置いて、私、県の森林協会の、会長やってるんで

す。全体を仕切ってこうと思って。 

 その中で、一番困るのは、山へ入れない状況ということなんですよ。

何ぼおっしゃっても。さっき言うたように、掃除じゃだめですよと。と

ったら次30年かかるというんじゃなしに、ちゃんとこの山へ入る仕組み

をつくってかにゃいかん。これが法律の改定だったと思います。 

 私は最初、林野庁に、県庁じゃないですよ、林野庁にいわゆる圃場と

同じように、換地ができるようにせえと訴えたんです。3年前に。向こ

うから直接、市長室に電話がありまして、換地はできんのだけれども、

財産の土地はそのままで仕事はできるようになったというのが、このた

びの森林法の改正です。だから、わしも県としても、そういう仕切らに

ゃいけん立場にあるんですけれども、このことは安芸高田市にとっても

山が多いんですから、まず入る仕組みをつくらにゃいけんということで

す。今部長へ話をしてるのは、山に入れんと事にならんので、入る仕組

みをつくっていこうじゃないかと。そして、木がちゃんと動くようにな

れば、また企業誘致もできます。岡山の真庭のようなこともできるんで

すね。今安芸高田市何もないわけですから、木の駅つくったって、何も

つまらん。木の動かん木の駅ですから。 

 そうじゃなしに、ちゃんとそういうような仕組みの中でつくってかに

ゃいけんと。そしたら、これ木が動き出したら、今度は、工場も来たい

と言います。そういうようなことをしっかりとこれからもやっていきた

いと思ってるんですよ。それが、今度企業の方々の収入につながってこ

んにゃいけんと思ってますので、御理解してもらいたいと思います。 

 県全般の事業として捉えていこうと思っています。 

 それと、一番困るのが、わしが何ぼコラム書いても、コラム読んでく

れんのですよね、誰も。市民が。どうして啓発すりゃええかですよ。秋

田さん勉強したんなら、高宮の人に啓発をしてください、ちゃんとこれ

を。こうお願いしたいと思います。 

 どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  せっかく、公費で勉強に行かせてもろうたんで、しっかり自分の広報

にでも書かせていただきながら、市長の取り組み等もしっかり皆さんに

広めていければというふうに改めて今考えました。 

 では、次の質問のほうへ移らさせていただきます。 

 3番目の高齢者の免許返納後の支援体制づくりについてということで

ございます。 

 昨今、高齢ドライバーによる交通事故が後を絶たず、最近では子供た
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ちが犠牲になる痛ましい事故も相次いでいる現状がございます。 

 本市では、いち早く高齢者の免許の自主返納に取り組まれ、大きな事

故もなく、成果は出ていると考えております。免許返納は、事故防止対

策の一翼を担っているとは考えますが、課題として、返納後の支援体制

づくりの充実が必要ではと考えます。 

 具体的には、「返納したいが、そうすると生活に支障があり、暮らし

にくくなる。」という方もおられるのではないかと思います。実際にこ

ういう声をお伺いいたしました。返納後の支援についても、行政として

は取り組みをされておられますが、いま一度、検討をすることができな

いかということで、質問をさせていただいております。 

 見解のほうをお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「高齢者の運転免許返納後の支援体制」についての御質問

にお答えします。 

 高齢者の運転免許証の自主返納につきましては、お太助ワゴンなどの

利用回数券や、市内入浴施設の利用券との引きかえなど、本市において

も支援制度を設けて取り組んでいるところでございます。 

 御質問のとおり、公共交通機関が充実している都市部とは違い、自家

用車の依存度が高い、本市のような中山間地域では、移動等、生活に支

障が出ると言われる方もおられると思います。 

 免許証返納後も、以前通り、不自由なく生活できるということが、理

想とは思いますが、もともと免許証をお持ちでない方も、お太助ワゴン

やお太助バス等の公共交通を御利用いただいております。 

 まずは、本市の公共交通を御利用いただき、車のない生活になれてい

ただきたいと思います。さらに、新たな支援が必要であるのならば、検

討していきたいと思います。 

 今、ちょっと国の動きは自動運転ということもありますので、これも

やるとすれば安全な面とか課題も大きいですけれども、そういう動きも

国のほうとしてもあるようでございますので、積極的に取り入れて、や

っぱり免許返納した方が、生活に支障がないような仕組みづくりは挑戦

していきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁をいただきました。行政の支援として、お太助ワゴン等

のチケット、既にもうかなり前から取り組まれているというふうに認識

はしております。 

 まず、私はこの質問をさせていただいたのは、あくまでもさっき市長

もおっしゃいましたように、本市の状況では免許を返納したら、生活に

支障が起こるという。これはもう大前提で、この観点から、何がしかの

支援策が必要ではということで、お伺いしております。 
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 先ほど、お太助ワゴン等の利用券の配布を支援策としているというこ

とで、私も返納後の支援体制については、お太助ワゴン等の有効活用が、

あるいは乗り合いタクシーの有効活用に取り組まれていくのが一番ベタ

ーではないかなというふうに思います。 

 昨日の新田議員の公共交通の今後について、という質問の、市長答弁

で、総合的な見直しを図るというような答弁だったと思います。また、

きょう芦田議員のほうも、これはちょっと意味が違うかもわかりません

が、観光客の利便性を図る交通手段の検討ということで、いろいろと御

意見をされましたけれども、こうしたことを踏まえて、免許返納後の支

援づくりも、考慮した見直しを考えていただければ、市民の本当に有効

な活用につながっていくんではないかというふうに思います。 

 特に、私が思っているのは、そのお太助ワゴンのルートですね。運行

ルートづくり、確かに経費等の問題があるのもよく承知しているつもり

ですが、ルート、買い物であったり、病院、これは、免許のない方がか

なり使っておられて、実は実態を私が調べてないんですが、そうした過

去において、そのお太助ワゴンのチケットをいただいた方が、その本当

に利便性において、有効な取り組みになっているのかどうかということ

が、ちょっと私は把握していないんですが。それは把握のしようも難し

いかもわかりません。 

 でも、実際には、そういったことをいろいろと市民の方々の意見を聞

くときに、一番はルートとして、どこどこへ行ける連絡ができる取り組

みということが大切になってくるんではないかなという思いがいたして

おりますんで、できたら、そこのお太助ワゴンの利活用のほうを進めて

いただきたいというふうに思います。 

 それと、市長があと今答弁の中でお話をされましたが、この支援策が

本当に難しいということになったら、先ほどおっしゃいましたように、

現在政府が新たに打ち出している高齢者専用の限定免許の活用を考える

必要があると。いうふうにそれは皆さんも思っていらっしゃると思いま

す。 

 ただ、この高齢者免許制度では、自動ブレーキなど、安全運転サポー

ト機能がついた車種に限って運転できるようにするもので、というふう

にきょうの中国新聞にも車販売、サポカーに脚光というような見出しで、

そうした機能がついた車に限定された乗り方になるというふうに思うん

ですが。 

 ただ、そこで問題は、そうした安全技術を備えていない車に乗ってい

る人は、またその取り組みをするにあたっては、新車を購入したり、そ

ういう装置がついてるような、車を購入しなければいけないという課題

が残るんではないかというふうに思います。 

 また、こうした状況の中で、東京都では、ブレーキとアクセルの踏み

間違いによる急発進を防ぐ装置の購入費を助成するというような取り組

みの方針を表明したというような報道もございました。国の動向を注視
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しながら、本市の取り組みを考えることが重要になると思いますが、再

度この件について市長の思いのほうを聞かせていただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この高齢者の運転につきまして、返納につきましては、本人も危ない

ですね。だから、周りへおる普通の人も危ないですね。だから、これは

慎重に考えていかにゃいかんと思いますね。 

 だけど、ただ返納される方につきましても、例えば行政が全部支援す

りゃええんじゃろうけれども、これ昔の行政であって、そうじゃなしに

ある程度の負担は伴いながら、すばらしい仕組みをつくっていくんだと。

そうかと言って、自動運転みたいなことの課題を解決しながら、そうい

う取り組みも挑戦していかにゃいけんと思ってます。 

 当面、お太助ワゴンを使うと言ってるわけですけれども、適用範囲を

広げてあげるいうのもあるんですよ。ただ、これも課題がありまして、

例えば我々が交渉するときに、タクシー会社とかバス会社と交渉すると

きには、時間設定をされとるんですよね。例えば5時以降はタクシー会

社がもうけにゃいけんけえ、反対にだめとかね。日曜日はいけんですか

というような、向こうも飯を食うとるわけですから、そういうことがあ

るんで、その辺の調整をしながらやってるんだということを御理解して

もらいたいと思います。 

 こういうこともしながら、両方が成り立つような仕組みづくりいうの

は、これからも行政は努力していきたいと、かように思ってますので、

どうかよろしくお願いします。これ、大事なことなんで、あんまり足元

には置けんと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  いろいろと市長のほうもしっかり検討されていただくということでし

た。 

 最後に、この問題につきましては、先ほども言いました2025年問題、

団塊の世代の方が75歳になられるのも目前に迫っております。そうした

ことも踏まえて、その数がふえるということも認識していただきながら、

検討をしっかりしていただきたいということを申し添えまして、私の一

般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、秋田雅朝君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 16番 青原敏治君。 

○青 原 議 員  16番、青原敏治でございます。 

 通告に基づいて、1件ほど一般質問をさせていただきます。 

 有害鳥獣対策補助金の減額についてをお伺いをいたしたいと思います。 

 防護柵設置補助金は、以前は材料費の2分の1の補助でありましたが、

平成29年度からは材料費の10万円を超えた部分の2分の1の補助になりま
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した。 

 この補助金をもとに戻すことはできないかと思いますが、本市におい

ては、農業は基幹産業であり、大型農家等については手厚い補助制度も

かなりあります。が、しかし、小規模農家については、ないとは言いま

せんけれども、少ない。今そういう補助制度が少ないということでござ

います。このことが、やっぱり担い手不足にも少しでもつながるんじゃ

なかろうかというふうな思いがするんですね。 

 あるいは、今市長が言われとります、定住対策、人口減対策、いろい

ろそういうふうな人口増を狙った施策が展開されております。 

 そういう中で、きのうも同僚議員が質問に対し、答弁をされとりまし

たけれども、小規模農家は大切なんだと。これを放っとくわけにはいか

んというような答弁があったように思いますが、そのことを踏まえて、

いま一度答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「有害鳥獣対策補助金の減額」についての御質問にお答え

します。 

 安芸高田市有害鳥獣対策補助金は、鳥獣防護柵の購入設置に対する資

材費の助成ではございますが、平成29年4月1日に要綱を改正をしたもの

でございます。 

 平成28年度までの要綱では、集落の取り組みの場合、補助率2分の1、

補助金限度額100万円。2戸以上の共同設置で補助するもの5分の1、補助

金の上限10万円。1戸の場合は補助対象外でございました。 

 農家の減少、担い手への農地の集積が進む中で、1団地に1戸の農家し

か営農していない状況が増加をしたことから、平成29年4月1日に要綱を

改定し、特に1戸からでも補助の対象とすることとしました。一定の事

業規模を確保するため、補助金対象の資材費から、10万円を除いた額の

2分の1を助成をしております。補助金の上限額は100万円でございます。 

 要綱改定後、広報安芸高田平成29年5月号において、周知を図ってい

るところでございます。 

 現在は、要綱改正は検討しておりませんが、今後必要に応じて、要綱

の適正な改正を検討してまいりたいと思います。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  ありがとうございます。今後は検討するということですので、理解は

するんですが。 

 私が、今回この補助金を利用させていただいて、防護柵を機能強化し

たわけですね。それも1軒じゃなしに、3人共同でやったんですよ。そし

て、そのときの説明が、資材費の2分の1は出ますよと。いうふうな説明

を受けて、それを受けて3人でやるから共同の人にも話をせんにゃいけ
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んということで話をしたときに、半分出るならやろうやいうて言われた。

ほいじゃやりましょういうことで、資材も皆買って、請求書、見積書、

あと領収書持っていって、申請をしたんです。決定額は2万何がしかの

ものがきたんです。これはおかしいじゃないかいう話で、言いよるんで

すが。 

 それはそれで制度が29年から変わったいうことで理解はするんですが、

その後、集落で一斉清掃があったときに、同じ集落の人が、あんたこな

いだやったんじゃげなが、ありゃ補助金何ぼ出るんかいのういうて、聞

かれるんです。 

 29年からこうこうなんで、いうて言うたんです。10万円以上1戸から

でもできるんじゃが、10万円以上かからにゃ補助金は出んで言うたら、

あがにはかけられんよのうと。10万円もかからんわのう。ほいじゃあわ

しはどうしようかのう、いうて言いよるんです。 

 そうかいうて、やらんわけにはいかんし。少しでも助けてもらえれば、

今の農業所得が少ないという状況の中で、小規模農家に対して、助成を

していただければ、少しでも助かるんじゃなかろうかというふうに思う

んです。 

 昔は米は30キロ当たりが1万何がしかしよったです。今はせんのです

よね。7,000円、それに係る経費は、7,000円以上かかるんですよ。今の

農業は。それでも、昔からの田畑も守ろう思や、荒らすわけにはいかん、

つくらにゃいけん、いうような状況になる。ましてや、近年高齢化で、

どんどんどんどん担い手が少なくなる。そういう状況の中で、荒廃地が

どんどんどんどんふえていくような気がする。 

 そうすると、放っとくと、シカもどんどんふえますよね。隠れ家にな

る。近くに稲がある。あれを食べようか、いう話になってくるわけです。

そういうことが少しでも減ってくれれば、若い人がかえって、ほいじゃ

おやじがやりよるんじゃけ、わしもちょっとてごうするよと。そのてご

うしてくれるんが、定住につながる、担い手につながるというふうな状

況になるんじゃなかろうかと。私は思うんです。 

 それが今市長、どんどん言われとる、人口減対策に一番のあれじゃな

いかと思うんです。関係人口はもちろん大切ですよ。が、しかし、もと

もと市におられた方の子供さんらが、市外へ出ておられる。それが帰っ

てくるというのは、すごいことだろうというもの。 

 そういうような状況をつくるためには、ぜひとも、こういうのを再度、

金額的には少ないかもわかりませんけれども、それがやはり荒廃地を少

なくするとか、担い手をつくるとかいうふうにつながれば、私はこれは

安いとか、高いとかいう問題じゃないと思うけれども、この補助金につ

いては、もう少しは出してもええんじゃないかのというふうな思いがす

るんです。 

 というふうに思うんですが、再度、市長の答弁を。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  このことは、担当が専門的に農家の減少とか、担い手の農地の集積が

進んだ中で、現行の制度ではまずいですよと一応は判断したわけですね、

だから、こういう制度したと。ただ、基準を設ける以上は、どっかに基

準を設けにゃいけん。全部いうわけにはいかんので。ただ、その基準の

仕方に、不満があるとおっしゃるんだったら、再度、農家の減少とか、

担い手への農地の集積がどのような障害があるんかいうところは、担当

に検討させたいと思います。 

 変えるとは答弁しませんけれども、このことはちゃんとせっかく一般

質問されたんですから、このことについては、議員に納得する形でちゃ

んとお返しをしたいと思います。 

 その結果、変えるかわかりませんけれども、このことについては再度

検討していきたいと思いますんで御理解してください。 

 ただ、行政いろいろやってるんですから、いろいろある時期で不都合

になったら、変えんにゃいけんのですね。変えたときの基準の設け方が

ちょっとまずいとおっしゃってるんで、このときは農家の減少に伴って、

今の制度じゃまずいということで判断したんで、御理解をしてください。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 青原敏治君。 

○青 原 議 員  ここでしっかり約束をしていただきたかったんですが、前向きに考え

るということをお聞きしましたんでね。 

 やっぱり、これが農業を推進する上で、プラスになるんじゃなかろう

かというふうに私は思うんです。 

 今、営農組合とか、そういうふうな認定農家とかいうのは、かなりの

手当してもろうとるんですよね。トラクター買う言やあ半額出しちゃろ

うよとか、いうような話も聞きますよ。 

 ほいじゃあ、小さい農家だったら、それができんじゃないですか。や

っぱりそこらをね、見やすくするような方法を、やっぱりしっかり考え

ていただきたいというふうに私は思う。 

 今しっかり市長さんも前向きに考えるということを言われたんでね、

これ以上言いませんけれども、各町、各町で条件が違うんだろうと思う

んですよ。今の八千代町なんかは、圃場整備率は50％いってないですよ。

よその町には美土里にしても高宮にしても、向原、甲田、甲田はもうち

ょっと残る、吉田も残っとるけれども、この3つの町はほぼ100％じゃな

いですか。圃場整備しとるところはね、そういう田んぼはええんです。

大型機械もどんどんどんどん入っていく。営農集団でできる。そういう

ところはええ。八千代町の場合はそれがないんですね。小まい田をちま

ちまやらにゃいけんのですよ。 

 そういう小さい農家の人が多いいうことですよ、八千代町については。

だから、やっぱりもう少し手厚く補助をしてもらいたいというのが私の

お願いでございます。 
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 市長さんの答弁もいただきましたので、一般質問を終わります。あり

がとうございます。 

○先 川 議 長  以上で、青原敏治君の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回は、7月1日午前10時から再開いたします。 

 本日はこれにて散会いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時０５分 散会 
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